
令和７年度公的職業訓練効果検証ワーキンググループによるヒアリング結果等及び改善促進策（案）の概要

（b）訓練実施機関からの主な意見 （c）訓練修了者からの主な意見
（d）訓練修了者を採用した企業からの

主な意見

０１ 北海道 デジタル分野

・受講生の知識習得レベルにばらつきが生じる分野であるため、
適宜個々のレベルを把握し、レベルが低い受講生には助手による
個別サポート等により、全員が理解してからカリキュラムを進め
るよう心がけている。
・就職に資するため、ポートフォリオの作成を最重点としてい
る。
・デジタル分野はチームで業務を行うことからチームワークが重
要なため、ヒューマンスキル（コミュニケーション能力、対人ス
キル）を重要視している。
・デジタル分野の企業は経験者を求める傾向があることから、訓
練修了者が就職できる機会が限られているため、就職先の開拓を
積極的に行っている。
・物価高騰、賃上げが続く状況から経費との採算をとることが非
常に困難になっているため、委託料等の引き上げをお願いした
い。
・通所の訓練と比較するとeラーニングの訓練は低コストで実施で
きるにもかかわらず奨励金の金額は同額であることに不公平感を
抱いており、通所訓練に対する委託費等の増額を求める。

・訓練で身につけたIllustrator、Photoshop、WordPress等の
スキルは業務に役立っている。
・プログラム言語については業務では直接使わなくても、理解し
ていることで案件の処理に役立っている。
・コミュニケーション能力に関するカリキュラムはもっと増やし
ても良い。
・就職支援について、履歴書の書き方のチェックや面接練習など
手厚いフォローを受けることが出来た。
・デジタル分野の企業は実務経験を重視しているのか「未経験者
応募可」の求人は非常に少なく、「デジタル分野の職業訓練受講
中」と記載して応募書類を提出するも採用にはなかなか至らな
かった。

・Ｗｅｂデザインやコーディングの知識を期待するが、高度なス
キルまでは求めておらず、基本的な知識を広く習得してほしい。
・プログラミングやデータベース操作などの基本技能を身につけ
ているため、ＯＪＴの初期段階から実務の理解が進みやすく、教
育機関の短縮が期待できる。
・報告、連絡、相談の基本的なビジネススキルが身についてお
り、配属後の業務処理に活かされている。
・チームで作業を行う業務であるため、コミュニケーション能力
が重要である。
・専門知識というよりはコミュニケーション能力を重視してい
る。
・学科、実技ともにチーム演習を充実してほしい。

【訓練修了者を採用した企業を対象にアンケートを実施】
・訓練修了者に期待することは「ビジネスマナーを身につけてい
ること」「コミュニケーション能力があること」などがあり、
「即戦力で働けるデジタルスキル」よりも「社会人としての基礎
能力」を身につけていることに重きを置いている傾向にあった。
・訓練修了者を採用したことの満足度は総じて高い評価が得られ
たが、「即戦力」としてよりも「将来の担い手」として期待して
いる傾向が見られた。
・強化してほしいカリキュラムは、「Excel、Wordなどの基本操
作」「ネットワーク管理」「情報セキュリティ」に関することが
上位に挙げられ、デジタル関連以外の項目では「ビジネスマ
ナー」「ビジネス文書・資料の作成」を挙げる企業が多かった。
・その他職業訓練に関する希望ついては、「業務改善に関するス
キルの習得」「情報セキュリティやネットワークに関するインシ
デント対応スキル」「一般企業のＤＸ人材を育成する訓練コース
の設定」などの意見が見られた。

・企業や受講希望者のニーズを把握し、関係機関で共有すること
で、訓練コースの設定やカリキュラムの見直し等に活用する。
・企業は専門分野の知識に限らず、基本的なビジネススキルやコ
ミュニケーション能力等の習得も求めていることに着目し、カリ
キュラムの見直し等を推進する。
・キャリアコンサルティングの質の向上を図り、受講生の経歴や
受講状況に応じた求人応募先の選定への助言等、再就職に向けた
支援を積極的に実施する。
・訓練コースの内容や効果を踏まえた受講勧奨の強化のため、ハ
ローワーク職員の訓練コースの理解、訓練知識の向上を図る。
・職業訓練制度の周知のため、労働局HPの見直しのほか、各ハ
ローワークでのSNS発信を推進する。

02 青森 デジタル分野

（１）IT分野での就職になかなか結び付いていなく、３か月コー
スでは基礎しかできないので、今後はプログラムを中心に４か月
に期間を延ばしてjavaなどの資格が取れるコースとしたい。仕事
の中にAIが溶け込んでいるので、CANVAなどAIを受講生に使用
させるようにしている。

（２）職業自体がわかっていない受講生もいるので、職種の理
解・業界の理解ができるように早いうちから説明している。キャ
リアコンサルティングの１回目は前の仕事内容をしっかり聞いて
いる。辞めた理由も聞いて今後に生かしている。

（３）デジタル系ではフリーランス（自営）で生計を立てていく
ことを望む人もいて、自営の際の雇用保険適用就職の条件を緩和
して欲しい。

（１）Webサイト制作の基礎技術（HTML、CSS）。Excel、
Wordが役立っている。

（２）動的サイト作成。

（３）実際にHPを１から作る技術をもっと身につけたかった。
PhotoshopIllustrator。ExcelとWordを強化したかった。

（４）就職活動における書類選考時、面接時等において、受講し
た訓練内容を特にアピールした点は？

ホームページを制作できること。

（１）HTMLの基本要素、CSSの基本。Webページのレイアウ
ト。Excelが経理で役立っている。専門性が高い技術は入社後にス
キルを身につけ、専門性が低い業務はExcelの実務経験があれば対
応可能。

（２）Excel、Word、PPT。VB、net、Java、C言語。ITパス
ポート、情報処理技術者試験基本情報技術者資格の取得。CMS
（Wordｐress等）の基礎的な操作。
AIのプロンプト技術。

（３）Word、Excelができること。Excelの実務経験。

（４）職業訓練に係る、その他意見・要望
IT業界はWeb関連の仕事が突出して多いわけではないので、Web
系に偏った訓練は、スキルアンマッチを起こす恐れもあるかもし
れません。

情報サービス業、インターネット附随サービス業の企業を対象に
アンケート調査を実施した。

・中途採用の募集方法（複数回答）
　HWへの求人申込　75.7％
　デザイン分野の求人が少ない状況である
　が、企業は引き続きハローワークを利用
　しており、関連職種に係る求人の確保を
　図っていく。

・採用において重視する点（複数回答）
　コミュニケーション能力　67.6％
　熱意・意欲　　　　　　　45.9％
　職業経験　　　　　　　　40.5％
　業務の知識　　　　　　　37.8％

・検証3コースとも、活用できるとして
　60％程度支持されたカリキュラムがあ
　り、企業ニーズに沿っていると判断する
　が、採用において重視する点で業務の知
　識が上位となっておらず訓練効果をア
　ピールする必要がある。

●現在の訓練内容のうち効果が高いもの
【デジタル関係】
〇HTML/CSS実習は、Web上のフロントエンド側を作成するプ
ログラミング言語として業務に活用できている。
〇JavaScriptによるプログラミングが業務に活用できており、フ
ロントエンド側のプラグラミングとして訓練効果が期待できる。

【OA関係】
〇Web系に偏った訓練は、スキルアンマッチを起こす恐れあると
指摘もあり、専門性の高い業務スキルを採用後に習得する前提と
なるスキルとしてExcelのカリキュラム。

●訓練効果向上の期待が高いもの
【実践的演習】
〇アプリやシステムなど、小規模で構わないので設計から開発、
完成までを複数回経験できる実践的演習のカリキュラム。実践的
演習でスキルを見える化するポートフォリオの制作。

【生成AIによる効率化への対応】
〇生成ＡＩのプログラミングにおけるプロンプト技術を向上させ
るカリキュラム。

【コミュニケーション能力の向上】
〇顧客の要望を聞き取る、要件定義スキルの習得にも通じるコ
ミュニケーション能力の向上を図るカリキュラム。
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０３ 岩手 デジタル分野

・Web制作現場で必要となるコーティングスキルを身につけ、再
就職した際にすぐに活躍できるようカリキュラム内容と構成に配
慮している。就職の際に必要となるポートフォリオ制作にも力を
入れて実習を組んでいる。知識として必要となるＩＴ、ＤＸ，デ
ジタルリテラシーについては訓練の早い段階で理解いただけるよ
う配慮している。
・キャリアコンサルティングの際に得た受講者の情報を、受講者
の同意・希望を確認の上受講者の抱える問題点や特徴を事務局・
講師と共有し、受講者が訓練をスムーズに受講できるよう配慮し
ている。
・訓練の実施継続と質の維持、さらに充実させるために、物価高
騰や賃上げ等の世の中の状況にあった委託料の引き上げをお願い
したい。
・地元企業との連携を深め、企業の求めている人材像の確認など
を行っている。
・中途採用での応募者に求められているもの、自己アピール等に
ついてグループワークを実施し、考える機会や意識付けができる
ようにしている。

・パソコン操作、表計算などしっかり学べてとても役立ってい
る。
・現在の業務にはあまり役立っていない。

・経験やスキルに合わせて、人柄やコミュニケーション能力の高
さなどを重視している。
・技能、能力と同等以上に職場での協調性と性格を重視してい
る。
・ビジネスマナーなどの基礎が身についているので安心して業務
を任せられる。

・デジタル分野の訓練修了者がデジタル関連の職務に就いている
ケースが少なく、ヒアリングによる情報収集が思うように進まな
かったことから、追加で県内のデジタル関連企業を訪問し、求め
ている人物像等についてのヒアリングを行っている。

・左記事業主のヒアリングを継続し、さらなる情報の収集を重ね
ている途中であることから、改善促進策（案）については、第２
回の協議会において報告することとした。

０４ 宮城 営業・販売・事務分野

・地域ニーズに即した企業で求められる事務力、再就職に向けた
人材育成を軸としたカリキュラムを設定している。

・パソコンスキルや知識等の習得レベルや難易度を考慮した時間
配分を設定している。

・訓練修了後においても、修了生同士の情報交換の場を設け、講
師による応募書類等のアドバイス等を行っている。

・訓練実施人数が大幅に定員を下回る場合があり、設備や人員の
確保に支障をきたす点についての対応を希望する。

・委託費に関して、欠席が多くても請求できるよう「在籍日数」
での請求を希望する。

・自分のキャリア見直しから今後の目標設定まで繋がりを持って
理解し取り組むことができた。ＰＣソフトの使用についてわかり
やすい解説を受けて理解が深まった。

・前職で失敗した事や、つらい思いをした経験で、新しい一歩を
なかなか踏み出せない状況であったが、無理に前を向かせるので
はなく、新しい角度で自分に合う仕事を探すことを教えてくれた
ので非常に良かった。

・ある程度、知識をつけられることで、自信を持って面接に望め
た。

・訓練修了者は一定の知識・技能が身についており、専属で指導
する職員をつける必要がなく、即戦力として期待できる。

・有資格者の確保につながる。

・世間的にＤＸ化が進んでいるため、対応できる人材が必要であ
る。

・地域貢献への意欲や、コミュニケーション能力。協調性と責任
感等を持つ人材を期待する。

特になし ・カリキュラム設定の際に、より実践的、具体的なＤＸ化に繋が
る科目を取り入れる。

・ハローワークの求人部門と訓練部門との連携による、求人情報
や求人説明会等の情報提供を実施する。

・訓練実施施設による、修了後のフォローアップの強化を図る。

・訓練実施機関からハローワークの求職者に対する事前説明会や
見学会の開催を推進する。

・ハローワーク職員の知識習得のため、訓練実施施設による職員
向け見学・体験会や研修を実施する。

・引き続きホームページやＳＮＳ、関係機関との連携によるイベ
ント等を活用した訓練の周知・体験・広報を行い、訓練内容の認
知を図る。
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05 秋田
営業・販売・事務分野（うち
「パソコン事務分野」）

・受講生確保に有効であるため、施設内説明会を開催している。

・訓練修了後に月１回集合型の就職支援を実施し成果に結びつけ
ている。

・訓練を修了出来ない方や就職意欲が欠如している方（健康状態
が悪い、制度不理解、受講意欲の欠如等）に対する受け入れの厳
格化が必要。

・パソコン事務系コースでも介護系コースと同様に、企業見学を
した場合に委託費の上乗せを希望。

・人件費、諸経費の高騰に伴う委託費、奨励金の増額を希望。

・６０歳以上の受講生で短時間勤務を希望するケースも多く見ら
れることから、年齢によって就職率の分母から除外される、又
は、年齢によって就職率にカウントされるよう見直しを希望。ま
た、自営、請負などの就業形態についても、就職実績にカウント
されるよう見直しを希望。

・訓練期間中にどういった支援がありどの程度の収入があるのか
分からなかったため、事前の詳細説明があれば良かった。

・コミュニケーションやビジネスマナーに関して、簡単な説明程
度の内容であったため、仕事に活かせるような充実した内容を望
む。

・電話応対や名刺交換のマナーなどについて、実技を交えた講義
があれば良かった。

・基本的なパソコン操作、タイピング能力が身についているの
で、採用後に問題なく業務を進めることができている。

・デジタル分野等も含め幅広い知識、電話や来客対応等の基本的
なビジネスマナー、エクセルを活用したデータ管理のレベルアッ
プ、などについて期待。

・パソコン訓練については、初級科も必要ではあるが、その上位
レベルである中級科や上級科などレベル分けしたコースを設定し
てもいい。

・仕事の知識・技能のほか協調性のある方、コミュニケーション
能力やビジネスマナーに高い意識を持つ方、業務に対する積極性
や即戦力、などについて期待。

・特になし ・施設説明会の開催について各訓練実施機関に打診し、開催する
場合はハローワークにおいて積極的な参加勧奨を実施する。

・訓練修了後の就職支援による就職率向上の有効性を各訓練実施
機関に伝達し、可能な範囲で実施するよう勧奨する。

・受講生送り出しに際し、ハローワーク窓口にて就職のための訓
練制度である旨の趣旨説明を徹底するともに、訓練受講期間中の
支援内容や収入等に関する説明を徹底する。

・パソコン中級科のコース設定に向け、開講時期や開催地域等も
含めて検討する。

・訓練実施機関に対し、訓練内容に盛り込まれているコミュニ
ケーション能力やビジネスマナーを重視する声があることを伝
え、その重要性についての認識を共有する。

０６ 山形 介護分野

・企業ニーズを把握するため、介護事業所や障害者施設の職員に
ヒアリングを行い、カリキュラムを作成している。
・ハローワークと連携し、求人状況等の情報を共有している。
・受講者のレベルの差については、経験の有無を把握し、訓練の
際の指導に活かしている。
・介護初心者に対しては、介護の魅力を伝えた時の反応を見た
り、就職への意欲を聴き取りし、レベルの違いを把握している。
・習得度の低い受講生に合わせて開始し、徐々にレベルを上げる
ようにしている。
・受講者の受講に対する不安も可能な限り把握し、必要に応じて
柔軟に対応している。
・キャリアコンサルタントの資格取得を目指している職員がいる
ため、将来的に複数の有資格者による相談体制ができると考えて
いる。
・光熱費の上昇、高齢者や問題を抱えている受講者が多くなって
いること、能力差に応じた指導に時間がかかっているため、訓練
に係る委託費を少しあげてほしい。
・認定申請書、実施の留意事項に係る管理書類をもう少し簡素化
して欲しい。

・人と直接的に関わる介護職に興味があり、手に職をつけたいと
資格を取得したかった。受講し資格を得て自信につながった。
・介護実務の演習をもっと増やし、しっかり学びたかった。
・高齢者に多い病気・高齢者特有の内容について多く知りたいと
思った。
・介護独特なコミュニケーションスキルが必要と感じた。（介助
の際に、利用者から痛みを訴えられたり、叱責を受けたりした時
の対応方法、なだめ方等）
・就職に困っている人はたくさんいるため、このような訓練制度
は広く周知してほしい。
・全くの異業種からの転職はかなり勇気がいるが、この訓練制度
を利用すれば資格も得られ就職の選択肢も広がったため、受講を
検討している方にはぜひ勧めたい。

・介護に関する基本的な知識を有しており、即戦力としての期待
が高い。
・学んだことと現場の実情との違いに驚きや戸惑いが生じるた
め、実際の高齢者の状態を擬似的に体験できれば、現実との差が
生じないのではないか。
・実技や職場見学を通じて、自身の適性を把握できるようにする
ことが重要。
・「認知症の理解」「障がいの理解」は重要であり、理解が不足
していると「虐待」に繋がり、また自身も苦労してしまう。
・実習・職業体験の機会を増やすことが望ましい。

・特になし ・訓練受講者採用企業、また受講者ともに、訓練受講により身に
ついた知識は役立っているが、実務については現実との差を感じ
ている。そのため、より実践的な介護実務の演習を増やすことの
検討が必要。
・企業によっては、専門的な分野の知識だけではなく、コミュニ
ケーションスキルや接遇マナーの習得を求めているため、訓練内
容に的確に反映させることも必要である。
・実施機関だけでは、就職率の向上を図ることは難しく、ハロー
ワークとの連携は不可欠である。ハローワークで実施している
「求職者担当者制」により訓練修了者への就職支援を推進してい
く。また、求人の確保も重要であり「訓練修了者歓迎求人」や関
連職種の「未経験者歓迎求人」「労働条件」等の求人条件緩和の
取組みを併せて推進していく。
・職業相談部門とのより一層の連携やSNS等を活用した周知を積
極的に行っていく。
また、求職者が自分のレベルを理解し、希望する職業に就職がで
きる訓練であることを見極めることができるよう、詳細な訓練情
報を訓練説明会や募集チラシに盛り込んでいく。
・奨励金等の更なる増額と申請書類等の簡素化を厚生労働省へ上
申。
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7 福島 介護・福祉分野

・講師は、訓練コースの設定の都度、介護施設等の介護従事者に
講師を依頼している。そもそも介護現場は人手不足の状況であ
り、講師を依頼することが容易ではなく、講師の確保が厳しい状
況。そのため、訓練コースが少ない理由でもある。
・受講生の中には、精神的メンタル面で配慮が必要な者がおり、
画一的な指導が難しくなり個別の対応に苦慮している。
・委託費や奨励金は、出席率や定着率の支払要件で支払が無い場
合は運営に影響があり厳しい。
・報告書類や提出書類が多く事務が煩雑であるにもかかわらず、
事務経費が無いことで業務に負担がある。
・物価高騰により経費負担大きい中、奨励金の額は大きく上がら
ず謝金等も上げられず、講師を依頼することも困難との窮状が訴
えられた。

・職業訓練を受講し就職や資格取得が出来たことに感謝している
が、介護職の賃金が低く生活面で厳しく、賃金が安く辞めていく
人もいる。介護従事者の処遇改善は必須である。
・訓練カリキュラムの中で、利用者とのコミュニケーションに関
する内容、例えばカスタマーハラスメントやアンガーマネジメン
トなどの講義も必要である。

【訓練修了者を採用した企業及びそれ以外の施設も含めてアン
ケートを実施】
・介護・福祉関係の職業訓練を実施していることを半数以上が知
らなかった。
・コミュニケーション能力やヒューマンスキル（アンガー・スト
レスマネジメント、虐待防止）などの、利用者との対人関係のス
キルを身に付けてほしい。
・職場内では、個々の職員の能力や進捗に合わせた育成ができ
ず、育成にかける時間もない。
・人材不足の対策として、処遇・待遇改善である。また、福祉業
界のイメージアップ、社会的認識・地位向上、ネガティブなイ
メージを払拭する。
・介護サービス利用者等に対する働き手が少ないという課題は深
刻化している。

・訓練修了者の人数が少ないことで、実施機関や採用企業のデー
タが少ない状況のため、全ての対象者にアンケートを実施した。
・対象者をハローワーク利用者まで広げ、介護・福祉分野の職業
訓練や仕事についてアンケートを実施した。
【アンケート結果】
・介護・福祉関係の仕事について、合わない・きついと思う等の
理由で、興味が無い方が半数以上であり、介護業界を知る機会が
あれば職業訓練に興味はあるかの問いに対し、興味が無い・どち
らかといえば興味が無いは６０％以上であった。
・また、人手不足を解消する取組として、待遇処遇が８７％以上
で最も多かった。

・訓練修了後、介護職に就職した方の約４５％が非正規雇用であ
り、ライフスタイルに合わせた就職や事業所の事情など様々な理
由が考えられるが、人材確保を進める上で、介護補助者等のス
ポット職員（パート職員）の確保・育成を考慮した職業訓練コー
スの設定をする。
・コミュニケーション能力向上を特に重要とする意見が多く、ま
た、職場内での人材育成を行う余裕がないとの意見から、現場で
活用できるスキルを身に付けられるよう、カリキュラムの内容を
見直していく。
・講師の確保に苦慮していることで訓練設定ができないなどの意
見もあるため、講師の負担を軽減するために、一部オンライン形
式で行う方法を計画・検討していく。

08 茨城 デジタル分野（IT系）

・地域の求人・求職ニーズに基づき、ITスキルの汎用性を踏まえ
た基礎重視の体系的カリキュラムを構築している。

・IT企業の説明会参加を早期から促し、業界情報を直接得る機会
を提供することで学習意欲を高めている。

・チーム開発を意識したグループ形式の総合演習を導入し、実務
に近い形でのスキル活用を促進している。

・Teamsを活用し、講師への質問を随時可能にするなど、コミュ
ニケーション環境を整備している。

・入所直後からキャリア支援を開始し、複数回の面談を実施。求
職者情報を企業約100社へ送付し、指名求人を獲得。企業説明会
を毎月開催し、業界理解と意欲向上を促進している。

・ハローワークとの連携強化と支援継続を引き続きお願いする。

・ネットワーク・データベースの授業は、インフラエンジニアと
しての実務に直結しており、特に役立った。(現職：ITインフラエ
ンジニア）

・IT専門用語の習得が特に役立っており、職場での会話を理解
し、質問や調査ができるようになった。（現職：プログラマー）

・演習・実習を通じて、言語に依存しない論理的思考力が身につ
き、プログラム構築の基本的な考え方が実務に活かされている。
（現職：システムエンジニア）

・PLCの授業は半月ほどあったが、現在の業務では使用していな
い。
 (現職：ITインフラエンジニア）

・WEBデザイン演習は、時間的にも中途半端で、現在の仕事には
役立っていない。（現職：システムエンジニア）

・現場の雰囲気や働き方のイメージが掴みにくかったため、現場
を体験できるような授業があるとよかった。

・託児付きコースでなければ受講が難しかったが、訓練期間中に
利用した託児所を修了後も継続利用できたことで、就職活動中に
大きな助けとなった。

・Linuxやネットワーク、MySQLなどインフラ系の基礎技術が職
業訓練で身につけられており、採用後の研修や実務において即戦
力として活用されている。（情報処理・提供サービス業）

・職業訓練で習得したプログラミングに関する基礎的な専門用語
の理解が、業務の前提知識として役立ち、実務において改めて説
明が不要な点で大きく貢献している。（ソフトウェア業）

・情報処理やプログラミングの基礎的な知識・技能は、設計から
テスト・デバッグ・マニュアル作成まで一貫した業務に対応する
ため、訓練段階でより一層習得しておくことが望ましい。

・チームで円滑に業務を進めるためのコミュニケーション力は、
技術力と並んで重要であり、訓練段階での育成が望まれる。

・訓練修了者は基礎知識を備えており、研修理解度が高く、現場
配属までの研修期間短縮が見込まれ、早期戦力化が期待される。

・訓練修了者には、設計からテストまでの一貫した訓練を受けて
いること、加えてコミュニケーション能力の向上を期待してい
る。

【IT系求人提出・訓練修了者採用事業所（Webデザイン系除く）
へのWebアンケート実施】

•回答企業は情報通信業が中心（51％）で、訓練制度の認知度は
68％と高い一方、訓練修了者の採用経験は26％にとどまってい
た。

•採用した企業では、配属先は開発系が最多（54％）で、採用時
には「意欲や向上心」「コミュニケーション能力」「訓練で得た
知識や資格」が特に重視されていた。 現場での実務を意識した人
物面と基礎的スキルの双方が評価されている。

•訓練の有効性については76％が肯定している一方で、非有効と
した企業では「業務遂行に必要なレベルに達していない」との指
摘が最も多かった。 企業が求める水準とのギャップが、一定程度
存在している。

•企業が求めるスキル水準は、プログラミングやデータ分析では
実務レベルが中心、ITインフラやセキュリティでは基礎レベルが
多いなど、職務内容ごとに必要とされるレベルが分かれていた。

・開発系の知識・スキル習得を意識したカリキュラム配分の検討
に加え、基本情報技術者試験やITパスポートなど資格取得を意識
したカリキュラム設計を検討。実務レベルへの完全対応は難しい
ものの、段階的に対応できる仕組みづくりを目指す。

・IT業界の実務でも必要とされるコミュニケーション能力とチー
ムワークを育成するため、模擬プロジェクトや課題解決型演習、
プレゼンテーション演習、訓練成果発表会など、実務に近いチー
ム演習の実施を推奨する。

・IT企業による企業説明会の定期開催や、現役エンジニア・プロ
グラマーによる職業講話等を通じて、訓練受講者が企業から直接
情報を得る機会の設定を推奨。

・訓練修了者等を採用するメリットや好事例等を求人者マイペー
ジやセミナー等で広く周知するほか、リーフレットやホームペー
ジ、SNS等を活用し、公的職業訓練の認知度向上を図る。
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9 栃木 介護分野

・就職支援は自己肯定感、自己効力感を高められるような支援を
実施している。

・介護現場のICT化について見学を実施している。

・様々な施設、企業への見学・職場体験等を促し、仕事理解を深
めている。

・月1回キャリアコンサルタントとの面談を実施してジョブ・
カードの作成、指導を行っている。

・介護職員が不足しており介護職員の養成訓練は企業からも実施
を熱望されている。県内各所で実施を検討したいが、教室、事務
室の設置要件を満たす会場が少ない。

・介助の技術だけではなく、社会保険（介護保険・健康保険）の
知識、医療（病気や薬も含む）・専門用語の知識が必要である。

・認知症についての理解は必要。

・技術を実習で身につけるために、実習・演習の時間の確保が必
要である。

・施設や在宅によって支援の仕方は全く違うことを学んだ。支援
がうまくできるかのスキルや技術よりも、寄り添いたい気持ちを
伝えることが大事である。

・様々な利用者の様々な特性について幅広く知識として学んでお
くと良い（認知症、介助拒否など）。

・目線の向け方や柔らかい言葉遣い、特性に合わせた声の大き
さ、トーンなどコミュニケーション能力、技術は必要である。

・介護施設ではレクリエーションを実施しているため、レクリ
エーションについての知識を学んだり、企画を出す時間があると
良いとの意見があった。

特になし ・仕事理解をするために、職場見学の実施による介護現場の現状
把握をする。

・求職者支援訓練サポート講習にて、就職支援をテーマとした内
容を実施、実施機関の就職支援の質の向上を図る。

・グループワークの導入によるコミュニケーション能力の向上を
図る。

・訓練実施機関に対しカリキュラムのデジタルリテラシー要素の
充実が就職に有用であることを説明する。

10 群馬 事務分野

・科目ごとの座学の後、復習や問題演習の時間を設けるなど、資
格取得対策に力を入れる事が、その後のキャリア形成（知識の定
着）に影響する。
・訓練受講は就職への通り道であり、就職への意欲を高めるた
め、訓練生との信頼関係を築き、キャリアコンサルティングによ
り、応募書類の添削、模擬面接等の実践的な対応が重要。
・手続きの簡素化、定員半数に達しなくとも開講した場合の最低
保証、就職率のカウント基準の変更等を検討いただき、訓練施設
として手を上げやすい環境整備を期待する。

・資格取得（資格試験）に臨むことで、達成感や自信に繋がり、
求職活動へ反映していく。
・医療事務科では、電子カルテなど現場に近い知識が身につけた
かった。時代的にAI活用技術を少しでも紹介するような内容の勉
強ができたら良かった。

・PC基礎力が身についていれば、ステップアップしたところから
新規採用研修することができ業務効率化に繋がっている。
・企業内のデジタル化により、オフィスの基礎だけでなく、マク
ロ操作などのもう１つ上のレベルやクラウド型システム、生成AI
の利用知識などがあれば尚良い。
・訓練受講により、学びの姿勢ができているので、業務への取り
組み方や、考え方が前向きで、やる気が感じられる。

特になし 【訓練設定（認定）について】
振り返りの時間設定・質問時間等の確保、
講師のPCスキル・教え方・対応力の向上、
就職を目的とした訓練受講であることやモチベーションを保つ等
の工夫を盛り込むことを提案していく。

【JEEDのご意見】
ＤＸの進展のなかで生成ＡＩの活用が急速に広まっていると感じ
ていますが、現在県内で実施されている求職者支援訓練では生成
ＡＩの活用を訓練のなかで取り込んでいる事例はまだない。生成
ＡＩの活用は今後一層拡がっていくことが確実で、当機構として
も訓練実施機関に対して生成ＡＩの活用スキルの習得に向けたカ
リキュラム改善を働きかけて参りたい。

【開講機関の確保】
定員半数に達しなくとも開講した場合の最低保証等について本省
に要望する。
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11 埼玉 製造業

・訓練時間について、県高技専の２年制は「ちょうど良い」と言
う意見が多かった一方、１年制では「短かった」という意見が多
く寄せられたため、企業実習時間との配分やカリキュラムも含め
た訓練内容を精査し、適切な対応を図りたい。
・近年、訓練科目によっては、女性の入校希望者も増加してお
り、今後も女性へのＰＲを強化していきたい。

・実際に職場で使える技能を教えてもらえた点が良かった。
・実技は自宅での練習が難しいため、より長時間取り組めると良
い。
・覚えることが多く、ついていくのが大変だった。
・「ＴＩＧ溶接」、「板金塗装」、「ステンレス加工」、「アル
ミ加工」は、授業にゆとりがなく、もっと取り組みたかった。科
目を減らして内容を濃くするか、2年制にすることも検討してほ
しい。
・中高年向けの求人が少ないと感じた。
・座位での作業スタイルだったが、立って作業台で行う実習もあ
ると良い。
・学校側は、早期から就職支援を行っていたが、高齢になるほど
就職への意識が低く、訓練の目的が「就職」であることの理解を
深める必要があると感じた。
・県高技専の１年制訓練では、訓練時間が「短かった」という意
見が多かった。

・コミュニケーション能力やチームワーク（協調性）が重要。
・社会人としてのマナーや一般常識の習得が必要。
・基礎的な知識・技能の取得（資格・免許）が求められる。
・高度な知識や技能習得、即戦力となる人材の育成を期待してい
る。
・基本的な知識・能力が身に付いており、それをベースに不足部
分を事業所で指導できるため、業務習得にかかる時間が短縮され
助かっている。
・訓練前の職歴での経験に訓練内容を付加した人材を今後も採用
したい。

特になし ・訓練内容の見直しとして、時代の変化に対応した訓練カリキュ
ラムの改定を行い、訓練の魅力を発信することで、受講者の増加
に繋げる事としたい。
・訓練時間について、県高技専の１年制訓練については「短かっ
た」という意見が多かったため、企業実習時間との配分やカリ
キュラムも含め、訓練内容を精査し、適切な対応を図る事とした
い。
・女性の入校希望者も増加しているため、女性をターゲットとし
た子育て世代や育児が終わりブランクのある女性が受講し易い訓
練内容等を精査し適切な対応を図る事としたい。
・受講者数の確保として、年齢制限を緩和し訓練対象者の拡大を
図る事も今後検討していきたい。

12 千葉
①介護分野

②デジタル分野

【介護分野】
・バーチャル体験を含む疑似体験を行い、介護される側の目線に
立ってもらうことで、何に困っているか、どう介護したら良いか
を体験してもらっている。
・介護施設ごとの特色を感じてもらうため、面接の前には可能な
限り施設見学へ出向くことを強く伝えている。
・訓練の制度を知らない人が多いため、更なる周知に力を入れて
いただきたい。

【デジタル分野】
・デジタル分野については、限られた期間で学ぶことが多いた
め、訓練生各自の復習が大切であるとの声かけを行っている。
・Web関係訓練を受講して「Webデザイナー」になりたいと考え
る受講生もいるが、短期間の訓練では難しく、訓練実施機関が想
定している仕上がり像（一般企業における社内Web担当やIT担
当、もしくはその両方で活躍できる人）と差異が生じている。

【介護分野】
・介護の訓練を受講するに至った経緯として、ハローワークの相
談窓口で介護職を勧められ、職業訓練を受講することとなった。
・施設見学については、おむつ介護や入浴介助・食事介助などを
実際にスタッフが行い見学できたため、大いに参考となった。
・コミュニケーション技術や講師の経験談を含めて、職業訓練で
学習したことが実際の就業先で役に立っている。

【デジタル分野】
・独学で身につけていたため、webやITの知識を体系立てて学ぶ
ことができ、講師として就業するにあたり学んだ知識が役にたっ
ている。
・知識だけでなく、仕事をする上での心得やマインドの教えが就
職後に役立っている。
・就業先はデジタル分野ではないものの、自身のTODOリストを
作成しチェック機能を付けるなど、訓練で教わったことが役立っ
ている。
・Web、ITの訓練を受けた方がどのような仕事を行っているか、
どういった進路に進んでいるかといった方向性（ロールモデル）
を知りたかった。

【介護分野】
・利用者に対して、完璧とはいかないまでも尊敬の念を持って接
してくれる。
・介護の基本知識が身についているため、多少のトラブルにもす
ぐに対応できる。
・福祉の職を続けていこうという覚悟ができているので勤務が継
続する。
・「障害の3分類（身体・知的・精神）」の基本的知識があると
ありがたい。大枠の知識があるだけでも利用者とのコミュニケー
ションを図る上で非常に役立つ
・専門的スキルや資格よりもコミュニケーションスキル（特に傾
聴）を重視している。採用時のポイントとして、傾聴した上で利
用者の要望に応じた対応を展開させる力があるかどうかを見てい
る。

【デジタル分野】
・訓練で学んだ知識はもちろん、コミュニケーションスキルがあ
ること。
・Web、ITの職業訓練を修了して体系的な知識を学んでいるた
め、安定感がある。
・Web、ITの知識は日々進歩しており、新しい知識を吸収できる
能力も必要とされ、訓練校入校前から独学で学んでいる人を採用
した。
・学ぶ力と吸収力が必要。

・ワーキンググループの効果検証とは別に、公益社団法人千葉県
情報サービス産業協会（CHISA)の協力のもと、IT分野において求
められる人材、スキル等のアンケートを会員企業に対して実施。
さらに、回答企業2社に対するヒアリングを実施し、結果につい
ては第1回協議会で報告を行った。

【介護分野】
・求職者に職業訓練を知ってもらったうえで受講申込みに進むた
めには、ハローワーク窓口での受講勧奨が重要となる。
・受講生が集まらない要因として、介護職を取り巻く労働環境等
のマイナスイメージが払拭できないことも考えられることから、
業界の現状について伝えてもらう必要があることを訓練施設に提
言する。
・訓練施設内で演習等を行うことで知識・技能は十分に身につい
ていくと思われるが、介護施設見学を行い現場体験によって、演
習だけではわからなかった部分を知ることができるめ、見学の重
要性について訓練施設へ提言する。

【デジタル分野】
・訓練施設の考える仕上がり像と、求職者の希望に齟齬が生じる
状態があるため、あっせんを行うには本人の希望とカリキュラム
内容をマッチさせる必要があり、そのためには、ハローワーク訓
練窓口職員の知識向上が求められる。
・訓練を受けた人がどのような仕事をしているのか、どのような
進路に進んでいるかを訓練説明会等で説明をしてもらうことを訓
練施設に提言する。
・業務で活用できる訓練内容を盛り込む場合、１～2ヶ月程度の
期間の追加が必要になることから、カリキュラムの変更や訓練期
間の延長を検討する。
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13 東京 旅行・観光分野

・実例を踏まえた接客対応を行う実践的な訓練を取り入れてい
る。
・苦情の対応など具体的にテーマを与えてグループワークでの発
表という形で講義を実施。
・訓練終了後に業界で活躍しているＯＢの話を聞く機会を設けて
いる。
・観光といっても様々な職種があるため、まずはそれらがどのよ
うなものかを紹介し、訓練生に興味を持ってもらうための情報提
供の実施。
・語学力は入校段階で個人差があり、職業訓練のカリキュラムで
統一的に実施するのは難しい。

・添乗の知識を学ぶ授業で、実際の行程に沿って学んでいくこと
ができたのがとてもよかった。
・朝食は外国人客が多く応対に英語を使うため、英語の授業は役
立っている。
・人それぞれ重きを置く科目が違うので、選択制にできればいい
と思った。
・旅行業界の中でもどのようなキャリアを目指していくかという
点について、就職支援のプロの先生と面談で相談しながら考える
ことができたのは非常に良かった。

（採用選考で重視する項目・望ましいスキル等）
・ホスピタリティ、周囲と協力して仕事ができること、英語の語
学力。
・幅広い年齢層や国籍のお客様がおり、外国籍のスタッフもいる
ので、コミュニケーション能力を最も重視。
・サービス業経験者はコミュニケーションスキルが高く強みにな
る。
・コミュニケーションスキル、敬語を含む言葉遣い、語学力、宗
教による食事や礼拝への配慮などの異文化理解、データ入力程度
のＩＴスキル。

（語学の必要性）
・語学スキルもある程度は必要であるが、旅行英語など限られた
英語力でも可能。
・使うフレーズがある程度決まっているため、最低限の会話スキ
ルでも問題ない。
・英語ができればよく、中国語やスペイン語ができるとよりよい
が必須ではない。

（旅行・観光業界で働く方を増加させる取組）
・他業種と比較して賃金が低い。賃金をどう上げていくかが課
題。
・添乗員業務は繁閑の差が激しいため、正社員として雇い入れる
ことは困難。
・労働力人口が減少している中、高齢者の採用を考えていく必要
がある。

特になし。 ①実践的な訓練（実技）の実施
授業やキャリアコンサルティングの中で、旅行会社でのカウン
ターや企画・営業、添乗員、通訳ガイド、ホテル・旅館でのフロ
ント業務、客室清掃等の旅行・観光業の業務内容が多岐にわたっ
ている事についての理解を深めることが有効であること。

②多様な働き方への対応
近年増加しているシニア層の訓練受講者はパート、派遣、個人事
業主等、多様な働き方を求めている。一方で、若年層の訓練受講
者の多くは正社員を希望しており、年齢や希望の働き方など個々
のニーズに合わせた就職支援及びキャリアコンサルティングの実
施が求められること。

③語学スキルの習得
旅行・観光業界で就労するには、英語を中心とした語学力が求め
られるが、職業訓練期間中での語学習得は難しいことから、語学
習得の必要性を理解してもらい、個人での学習を奨励する必要が
あること。

④ワンランク上のコミュニケーションスキルの必要性
旅行・観光業においては、コミュニケーションスキルを重視する
企業が多いため、訓練カリキュラムにおいて、ビジネスマナーや
接客の基本を設定したり、グループワーク形式でコミュニケー
ションの能力を向上させることにより、旅行・観光関連企業への
採用の可能性を高めることができること。

14 神奈川 介護分野

【訓練実施にあたって工夫している点】
・介護福祉士実務者研修及び介護職員初任者研修の修了には決め
られた内容・時間の受講が必要なため、カリキュラムについて自
由度はほとんどないが、決められた受講時間以外の少ない時間
を、何にどう当てたら就職に役立つかを考えてカリキュラムを組
んでいる。
・介護職は倫理観、人間性、人としての姿勢が大事なので、人の
心に触れあう尊さを学ぶ授業をカリキュラムに入れている。
・受講生の年齢層は幅広く、他のコースよりも高め。前職も多種
多様で、人の役に立ちたいという理由で受講する人が多い。そう
いう気持ちを大切に、心を育てることを意識したコース運営を
行っている。

【キャリアコンサルティングの状況】
・授業や職場実習などを経て、いろいろな情報が入ってきて迷い
が生じてしまう受講生や、自分の目指す方向性が変わる受講生が
いる。そのため、キャリアコンサルティングには重点を置いてお
り、受講生の意識の変化に着目しながら実施している。

【労働局、ＨＷへの要望】
・職業訓練受講終了後すぐの就職を考えていない受講生や、介護
職に対する理解が十分でない受講生がいる。ＨＷでは、職業訓練
の目的、介護職の責任の大きさなどについてしっかり説明してほ
しい。

【就職後、役に立ったカリキュラム等】
・座学を通して介護職の基本的な知識・理解は必須だと思う。
・現場に出たときの不安が払拭できるため、もっと実技の時間が
あるとよかった。
・認知症の授業は就職後にとても役に立っているので、もう少し
深く学びたかった。
・グループワークを通じた意見交換や発見は、チームワークが必
要不可欠の介護職には就くにはとてもありがたかった。

【就職後に感じた、訓練で学んでおくべきだったスキル】
・職場実習や職場見学は、もっといろんな種類の施設に行ってみ
たかった。それによって、就職活動がよりスムーズに進められる
と思う。
・薬の名称や効果について、もう少し知識を身に付けておくとよ
かった。
・「人権と尊厳」についての授業は、仕事を始めてみて、もっと
真剣に受講しておけばよかったと感じた。

【その他の意見】
・「介護福祉士実務者研修」を修了できるコースがもったあった
らいい。
・介護記録は職員に対して配付されるタブレットを用いての入力
が主流になっている。そのため、ＰＣ操作に関する授業はあまり
必要でないかもしれない。

【職業訓練に求めること等】
・接遇やコミュニケーションは介護職では必須なので、それらに
関する授業を増やしてほしい。
・利用者への介助に関する実習（排泄や移乗など）を増やしてほ
しい。
・尊厳や倫理に関する授業を増やしてもらいたい。

【訓練であまり必要でないと思われるカリキュラム】
・１人１台配付したタブレットを用いており、ＰＣ入力を行うこ
とはほとんどない。また、介護ソフトを導入しており、報告書は
簡単に作成できる。そのため、ＰＣに関する授業が必須とは言い
難い。

【訓練修了者に期待していること】
・職業訓練修了者は志望動機や心構えがしっかりしているし、コ
ミュニケーションスキルがある人が多い。そういった点で、採用
するメリットは大いにある。
・介護福祉士実務者研修修了者は、実務経験を３年積めば介護福
祉士の資格が取れるようになる。この点は大きい。

【ＨＷ、訓練実施施設への要望】
・介護職は生半可な職業ではない。精神面の強さ、自己コント
ロールが必要であることを、訓練でしっかり伝えてほしい。

・効果検証はヒアリングのみでの実施だが、改善促進策（案）の
作成にあたっては、介護関連の講座・訓練受講のため、訓練前
キャリアコンサルティングを受けた人に対し実施したアンケート
結果を参考にした。

※アンケート項目
・介護職を希望した理由、きっかけ
・介護職に就くことに対する心配事等

【１】就職後のミスマッチを防ぐカリキュラム作り」
→ 職業訓練修了者の離職防止のための取組
・実技の授業、職場実習・職場見学等の充実
・介護職の心構えや倫理等の授業の設定
・キャリアコンサルティイングの充実

【２】ＨＷでの効果的な職業相談
→ 介護分野の訓練受講者増加に向けた取組
・職業訓練受講のメリットをしっかり伝える
（「金銭的な負担が少ない」「カリキュラムや就職支援がしっか
りしている」等）
・すでに介護職に就いている人たちが介護職を志した理由などを
紹介し、共感を通じて介護職への意欲を喚起する

【３】ニーズに合った訓練コースの用意
→ 介護分野の訓練受講者増加に向けた取組
・介護職員初任者研修修了を目的としたコースは、様々なニーズ
に応じた期間の異なるコースを設定
・介護福祉士実務者研修修了を目的としたコースの増設を検討

【４】介護職のイメージアップ・魅力発信
→ 介護職の人手不足解消に向けた取組
・訓練を修了し介護職に就いた人の事例共有
・介護施設担当者による講話
・職場見学や体験イベントの開催
・ＳＮＳ、ＨＰ等を活用した情報発信
・介護職に就くことに対する不安要素の払拭
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15 新潟

事務分野のうち、事務基本科
等の最も基礎的なPC操作や
ビジネスマナーなどの職業横
断的なスキルの習得を目指す
訓練コース

・基礎的な事務分野の訓練受講者は訓練後の希望職種、希望条件等が漠然とし
ている者が多いので、訓練開始早々に将来のキャリアプランを考えてもらい、
定期的な相談等を通じて、訓練修了後の職業人生の方向性を明確にし、適職選
択、早期就職につなげている。
・訓練中は資格取得のための勉強になるのではなく、実務で役立つような
Word、Excelの実践的な課題を数多く与え、基礎力の向上を図っている。理解
が早い訓練生には、ＰＣ検定２級など上のレベルの問題を提供し、個々の習熟
度に応じた対応をしている。
・PowerPointで自分の趣味などについて資料を作成し、発表してもらってい
る。プレゼンの練習だけでなく、コミュニケーション能力の向上にもつながり
面接対策としても役立っている。
・ビジネスメールの初心者は、メールの送信ボタンを押すことにも不安を感じ
る。訓練生には架空の会社員の設定で、講師や他の訓練生と実際にメールでや
りとりをして慣れてもらうよう工夫している。
・企業においてデジタル技術が進んでいることを考えると、情報セキュリティ
の知識やデータ管理、SNS、AI等の基礎的な知識を教え、デジタルリテラシー
を身につけることはとても重要だと思う。

・時代によってビジネスマナーも変化しており、挨拶の仕方を含めて改めて学
習できて良かった。
・訓練期間中に毎日10分程度タイピングの練習をしたことが役に立った。今で
も週間となり継続している。
・これまで求人票にWord、Excelの基本操作が必要とあると応募を躊躇してい
たが、訓練受講により「Word、Excelの基本操作はできます」と自信を持って
言えるようになった。
・訓練受講前は、訓練後もフルタイムで働こうと思っていたが、訓練中の講師
とのキャリコンを通じて、育児を優先してパートで働くという方向性に至っ
た。訓練を受講したことで、自分の優先順位が明確になり、中・長期的な職業
人生の方向性を納得して決めることができた。
・就職支援では、応募書類の添削だけでなく、面接の練習やアドバイスももら
え役に立った。
・訓練でWord、Excel等の基礎を身につけることができたが、実務を経験する
と自分のスキル不足を感じる。Excelだけでなく、ITやWeb関連などについても
勉強してスキルアップをしたいという気持ちが湧いてきた。

・訓練修了者は、PCスキルの基礎が出来ているので安心感がある。ビジネスマ
ナーも身につけているので、入社後の指導時間が削減できて大変助かってい
る。
・若い従業員の中には、挨拶ができない、電話応対の基本が出来ていない者も
いるので、それらを訓練で学ぶことは有益である。
・訓練で学んだ内容に加えて、訓練を受講したという学習意欲も評価したい。
・訓練でExcelの基礎を習得しているので業務の役に立っている。当社では、
Excelの基本的な操作やグラフの作成程度までのレベルがあれば十分である。
・訓練修了者には、事務作業の他にPC周辺の環境設定やソフトのインストール
なども担当してもらっており貴重な戦力になっている。
・Excelの関数などは今ではインターネットで直ぐに調べられる。むしろ、イン
ターネットでの効率的な検索方法を教えることも必要ではないか。
・今後はＡＩの基礎知識やChatGTPへの質問方法なども習得すると良いのでは
ないか。

【事務基本科等の基礎的な訓練修了者にアンケートを実施】
・職業訓練の内容については、「満足」又は「まあまあ満足」と回答した者は
90.6%だった。
・現在（直近）の業務に活かされている訓練カリキュラムは、「Excelの基
礎」、「Wordの基礎」、「PC基礎知識」、「コミュニケーション技法等」の
順に多かった。

【訓練修了者を採用した企業を対象にアンケートを実施】
・基礎的なPCスキルやビジネスマナー等を習得する訓練コースを設けること
は、企業の人材採用にあたって「有益」又は「どちらかと言えば有益」と回答
した企業は95.6%だった。
・今後実施（強化）してほしいカリキュラムは、「Excelの基礎」、「Wordの
基礎」、「パソコン基礎知識」、「基礎的なデジタルリテラシー」の順に多
かった。また、デジタルリテラシーの中で今後実施してほしい内容は、「メー
ル・インターネット」、「情報セキュリティ」、「SNS」、「データ活用」の
順に多かった。
・基礎的な事務分野の訓練修了者がより就職できるようになるために訓練で必
要なこととして、「社会人基礎スキルを高める演習の機会を設ける」、「実務
につながるWord、Excel等の実践的な演習の機会を設ける」の順に多かった。

・近年のデジタル技術の進展等に対応したスキルに関するニーズが企業、訓練
修了者双方で高まっていることから、インターネットやメール、情報セキュリ
ティ、SNS、AI等に関する基礎的なカリキュラムを増やし、訓練受講者のデジ
タル基礎力の底上げを図る必要がある。
・採用にあたり企業からコミュニケーション能力や社会人基礎スキル等を求め
る声が多く見られることから、訓練受講者が企業ニーズに対応した職業横断的
なビジネススキルを習得できるよう実践的な演習のカリキュラムを増やしてい
く必要がある。
・基礎的な事務分野の訓練全体で、訓練の早い段階で中・長期的なキャリアプ
ランの作成及び継続的なフォローアップを行い、訓練受講者の主体的なキャリ
ア形成に向けた伴走型の就職支援を強化していく必要がある。
→次年度の基礎的な事務分野（委託訓練）のカリキュラムに、情報セキュリ
ティなどのデジタルリテラシーのカリキュラムを増やしていく。また、訓練実
施機関向けの資料を作成し、上記の実施について周知・啓発を行う。

・求職者に対しては、基礎的な事務分野の訓練の受講メリット、魅力等をまと
めた資料を作成し、受講促進に向けた周知・啓発を行う。また、企業に対して
は、訓練修了者の仕上がり像等をまとめた資料を作成し、訓練修了者の採用促
進に向けた周知・啓発を行う。

・基礎的な事務分野の訓練修了者をはじめ更なるスキル向上・学び直しを希望
する者が、能力開発機会に関する情報にアクセスしやすくなるよう、関係機関
が実施している訓練情報（離職者向け、在職者向け、企業向け等）をHP等に集
約し、情報発信の強化を図る。

16 富山 介護・医療・福祉分野

（１）レクリエーションスキル、コミュニケーションスキルの向
上を身につけれるようカリキュラムを組んでいる。

（２）就職後の早期離職を防止のため、介護サービス事業の講話
や現場で働く方と受講生との座談会を実施するなど、介護現場実
態について、良い面、悪い面も含めて説明している。

（３）
・応募人数が少なくても一定の奨励金が保証される等の最低額を
保証する制度・仕組みを検討して欲しい。
・応募人数が少なく、中止が可能となる応募人数を実施機関側で
設定可能としてほしい。
・訓練実施に係る事務手続きの簡素化を実施してほしい。

（１）訓練を受講することにより、介護の現場で働くことの不安
が解消された。

（３）カリキュラムについては、より実習や現場の実態が分かる
講義が充実していると尚良かった。

（１）訓練修了者は資格取得に必要なカリキュラムを受講してお
り、介護現場で即戦力ととなっている。

（１）訓練修了者は訓練を通じて身につけたコミュニケーション
能力が役に立っている。

（２）カリキュラムについては、より実習や現場の実態が分かる
講義が充実しているとなお良い。

・郵送でのアンケート送付、回答 ヒアリング調査の結果、訓練修了者は即戦力となっているという
声が確認されており、カリキュラムの内容については、求人ニー
ズを満たしていると思われる。一方で実習や現場の実態が分かる
講義が充実しているとなお良いとの意見もあった。
これらの意見を踏まえ、カリキュラムについては、より実習や現
場の実情を伝える講義等が充実するよう取り組む。
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17 石川 介護分野

・全体的なＰＲだけでななく、介護のような充足率が低い分野に
は個別コースの周知などにも協力してほしい。
・福祉職を経験した受講者などからは、介護現場における業務で
パソコン操作のスキルが求められることも多いとの声をきいてい
たため、基礎レベルのパソコン操作についてカリキュラムに取り
入れている。
・委託料の契約額を上げてほしい。物価高騰により経費負担が大
きく、特に賃金面の上昇が課題となっており、講師の謝金を上げ
られすに困っている。介護コースについて充足も低く採算がとれ
ないかと不安に思っている。

・模擬面接や履歴書作成指導においての具体的なアドバイスによ
り、自信をもって面接にのぞむことができた。
・キャリアコンサルティングにて、自分を振り返ることで自己理
解に役立ち、今後の方向性やアピール事項を整理できた。また、
やりたい気持ちの後押しをしてもらい心強かった。
・良い制度（金銭面で大変助かり、転職のきっかけとなった。施
設の方も丁寧で受講して良かった。）なのに知らない人が多いの
で色んなところで知らせると良いと思う。
・座学の時間が多く、実技及び実習をもっと多くすべきだと思
う。
・未経験職種からの転職を考えた際、訓練で知識や技術を身につ
け就職につなげられたので役に立った。

・利用者やお客さんへの接遇だけでなく、職員間のコミュニケー
ションがとれるよう協調性を身につけてほしい。
・利用者に関わる実践が何より大切なので、こうした機会（多様
な種類の施設で実習・見学を行い、各施設の雰囲気に接してもら
う等）を多くとってほしい、そうすることでミスマッチによる離
職も防げると思う。
・介護の本質、やりがいや魅力を理解した方を採用できてよかっ
た。
・時間をかけて基礎から学ぶことでより細かく習得し理解ができ
ていると思われる。
・未経験の方と比べてやはり少しでも介護知識がある方が習得が
早い。

・訓練修了者に対し郵送し回答を依頼したところ、約８割の回答
を得た。

【訓練制度の周知】
・ハローワークと訓練実施機関が連携し、ＳＮＳ等を活用して職
業訓練制度の更なる周知を図るとともに、積極的な受講勧奨に取
り組む。
【訓練の質などの確保】
・委託費や奨励金の更なる引き上げを本省に要望する。
【カリキュラム】
・必須であるグループワーク等コミュニケーション能力を培う訓
練内容は、引き続き効果的な実施を提案するとともに、通常の介
護に基本的なＰＣスキルを学ぶ訓練内容をカリキュラムに盛り込
むことを提案する。
・通常の座学のほか、職場実習や見学等を通じて実際の就労現場
を想定できるよう、訓練内容の充実を図るよう提案する。
【就職支援】
・就職後の貢献度を高めるため、キャリアコンサルティングにお
いて、仕事への取り組み方等、訓練受講生の意識醸成を図る。

18 福井 デジタル分野

・デジタル分野の企業求人が少ないため、訓練後の出口が少な
い。求人数も少なく、経験や知識が必須の者が多いため応募可能
な求人が限られてくる。

・訓練期間や訓練内容に応じて就職の支援期間を変えてもらいた
い。現状修了後一律３ヶ月となっているが、IT関係の資格受験や
訓練期間中のポートフォリオを作成する等、訓練と並行して就職
活動をすることが難しく、３ヶ月以内での就職が難しい場合があ
るため。

・選考時に定員を超えて応募があった場合の補欠入学制度が欲し
い（選考に外れた方がいるにも関わらず、合格者の辞退があるた
め）

・訓練期間が短いため期間を延ばしてもらいたい

・訓練カリキュラムにビジネスマナーの時間があったが、就職後
に作法等で戸惑うことがあり、もう少し時間が欲しかった。

・電話応対や接遇といったビジネスマナーについて、より一層習
得しておくことが望ましい。

・特定のソフト（採用企業の業界で一般的に使用されている）の
使用方法に関する知識とスキルを身につけて欲しい

・自ら仕事に取り組む姿勢、協調性が見える。学習してきたこと
がそのまま維持できている。

局内の全訓練機関（ポリテクセンター、都道府県、委託訓練、求
職者支援訓練）に対して、アンケートを実施し、就職支援の手法
やハローワークに対する意見について聴取を行い、ハローワーク
に共有した。

・デジタル分野について、求人の確保および経験や知識が必須の
求人に対しての要件緩和の提案を行う。また訓練情報について求
人企業に対しての広報を強化する。

・辞退者を減らすために、スキルアップセミナー受講や訓練見学
を推奨し、訓練受講希望者に訓練内容を適切に理解していただく
ように務めていく。また辞退者が出た際の補欠合格に対応できる
ように、定員を超える応募が見込まれる訓練については、募集ス
ケジュールを検討する。

・修了者や採用企業からの意見をもとに、色々なソフトの使用方
法や幅広い知識や技術を加味した訓練カリキュラムを、実施訓練
機関の意向も踏まえながら検討していく。
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19 山梨
医療事務を含む介護・医療・
福祉分野

①訓練効果が期待できる内容
・講師・事務員に気軽に相談できる雰囲気づくり、キャリアコンサル
ティング（CC）時の相談機会の確保。
・受講生に週毎の振り返りノート提出を義務付け、課題等を見つけ個別
面談を実施。問題が大きくなる前に県や機構へ相談。
・医療事務試験前に模擬試験を実施し、結果に応じた個別面談・補講で
弱点補強。
・月1回のCC実施（必要に応じて複数回）、ジョブカード・履歴書作
成、経歴整理、職務経歴書添削、面接対策まで対応。
・CC相談前に相談記録票の記載を必須とし、面談内容を事前整理。希
望者には複数回相談実施
・1年生時に職業適性面談を実施（保育）
・訓練中・終了後のアンケートを活用し、カリキュラムや設備改善。
・就職後のアフターフォローを継続。

② 訓練効果を上げるために改善すべき内容
・広報費用や最低募集人数に届かない場合の経費補填を希望。委託費単
価の引き上げを要望。
・求職者支援訓練のテキスト代が3か月以上のコースで上限を超える問
題。
・介護実習では、コロナ5類移行後も受入施設で2週間の体調確認が必
要なケースあり。
・委託訓練の就職率計上条件が雇用期間・試用期間満了若しくは年度を
跨ぐ採用が計上できない課題あり。
・非正規希望者への対応で、計上可能な就職を推奨すると本人希望と乖
離するため苦慮。救済措置を要望。

①訓練効果が期待できる内容
・履歴書、職務経歴書の書き方、面接の練習が早期の就職に役に立った
【介護】
・様々な場面における介助や支援の知識、実技の充実
・利用者とのコミュニケーション能力の習得
【保育】
・実習を通じて様々な子どもとの関わりを体験
【医療事務】
・医療制度、点数の決まり、電子カルテの見方
・電話応対や言葉遣いなどの対人スキル習得

② 訓練効果を上げるために改善すべき内容
【介護】
・実技演習の時間をさらに確保し、現場に近い体験を増やす
・対人スキル向上のためのケーススタディやロールプレイの導入
【保育】
・実習機会の拡充
・受講生同士の事例ディスカッションによる事例検討の時間を確保
【医療事務】
・医療制度に関連する制度に関する詳細な学習時間の追加
・対人スキル強化のための演習導入
・資格取得スケジュールを明確化し、訓練期間内で達成可能な計画を策
定

①訓練効果が期待できる内容
・職業訓練で身につけた専門知識は、仕事への理解を早めるため評価が
高い。
・実習を通じた現場理解は、就職後の具体的なイメージ形成に役立つ。
・基本的な知識を理解して就職してくれると、人手不足の現場では即戦
力として歓迎

② 訓練効果を上げるために改善すべき内容
・実習の目的を明確化し、学習効果を高める工夫が必要。
・関連業界の多様な働き方について、情報提供をさらに強化する必要あ
り。
【介護】
・利用者の特性に応じた介護技術や応対能力の習得が必要。
・介護サービスや事業所ごとの違い、役割理解を深める必要あり。
【保育】
・課題を持つ子供への「支援」の視点を取り入れる必要あり。
・実習で保育の多様な現場を経験し、柔軟な対応力と知識を身につける
必要性あり。
【医療事務】
・保険証や専門用語の理解は当然として、接遇・電話対応・マナー・コ
ミュニケーションスキルの強化が必要。
・PCスキルは必須であり、習得レベルの底上げが求められる。

【介護施設等事業所アンケートを実施】　・山梨県の介護現場の
最前線を担う介護施設等事業所における職業訓練に対するニーズ
や、未経験者やシニア層の介護分野への参入ニーズ等について、
今後の訓練内容等を検討するための基礎資料を収集

・修了者、採用企業からのニーズを実施機関に伝達
・業界の多様性を学ぶ機会の提供
・実践的なビジネスマナー訓練の実施
・実務に即したPC訓練の強化、PCの自主学習のサポート体制構
築
・現場での活用機会が減っている実技の訓練は必要性や時間配分
を再評価し、真に実務に必要な訓練カリキュラムを検討する
・実習の目的明確化、充実
・訓練前・訓練初期から、就職後のキャリアパスを情報提供
・短時間就労希望者や高齢者の受講者が増加すると、就職率が低
下するため、柔軟な働き方を提案する等工夫が必要
・ハローワークにおいてきめ細かな就職支援を推進
・介護は高齢者も需要があり就職可能性が高いことを強調して広
報
・同種の訓練を同時期に重複して開講しないようにし、訓練希望
者の受講機会の確保と定員充足率の向上に務める
・ハローワーク職員の訓練見学等による訓練理解の推進

20 長野 介護・福祉分野

・カリキュラム作成にあたり、介護サービス利用者の生活に合わ
せた順番で習得するよう工夫している。
・介護関連の研修が乱立しており受講者が集まらないので、それ
ぞれの棲み分けについて行政側で調整してほしい。（介護労働講
習、委託訓練、求職者支援訓練、信州介護人材誘致・定着事業等
で求職者を奪い合う状況になっている。）
・介護業界は人手不足であり、生産性向上が課題と言われてい
て、介護ロボットなどの機器導入で業務効率化を図り、人手不足
を補う動きがあるが、従業員が定着する、人間関係が良い事業所
の特徴は、「利用者ファーストの考え」を持っていること。介護
業界として業務効率化も必要かもしれないが、利用者のために介
護の質を上げることが大事なのではないか。

・以前ホームヘルパー2級を取得したが、介護職員初任者研修に
なって内容が変わっていたため、受講してよかった。実習が多
く、実際の仕事の内容に則している。振り返りの時間が充実して
おり、体系的に学ぶことができた。
・ポータブルトイレや車いすなど、設備や機器の種類によって操
作方法が異なるため、複数の取り扱い方を学ぶことができたら良
いと思う。
・受講することで介護施設の種類を知ることができ、企業実習に
より実体験できるのが良い。
・歯科衛生士による指導など、口腔ケアに係る講義を設定しても
らえるとありがたかった。

・企業実習における入浴介助、移乗、おむつ交換等の実技的なス
キルが役立っている。
・訓練を通して今後どのように介護の仕事と向き合っていきたい
のかイメージが持てるようになってほしい。（自分を見つめ直
す）
・企業実習の時間をできるだけ多くとり、実務（実技）的な部分
（対人援助・身体介助）のスキルを習得してほしい。
・ある程度イメージができているので、スムーズに仕事に入れる
し、定着率も高い。
・訓練修了生は志の高い方々なので、全体の士気が上がる。前向
きな気持ちで入って来られるので、その気持ちが初心を見失って
いるベテラン職員にも波及することがありがたい。
・昨今入職される方について、高齢の方、外国籍の方が多くなっ
ている。職業訓練の内容を皆が理解できる内容になっているか気
になる。

ヒアリングのみで実施。 ・企業実習の日数、時間数、施設数を増加させる。（現状では2
日から4日のコースが多く、「お客さん状態」で終わってしまわ
ないように最低でも1週間は確保する。）
・利用者に対する接遇に加え、一般常識を含めたビジネスマナー
の習得。
・実際の介護現場における情報機器の取扱いに係る基礎的知識の
付与。（業務報告作成等においてPC、タブレット等の操作方法習
得の必要性）
・知識やスキルだけでなく、対人関係や自己管理能力を含む人間
力を向上させる努力の必要性。
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21 岐阜 介護分野

・訓練受講生の募集段階では、訓練募集のチラシ内容を詳しくし
て訓練希望者に分かりやすくし、訓練説明会では、事務作業と比
較して給与が高いことをアピールしている。
・訓練中は、コミュニケーション能力を向上する機会を設けてい
る。
・職場見学を設けて就業環境をイメージし、働き方の目標を定め
やすくしている。
・キャリアコンサルティングでは、対人力が非常に求められる職
種のため、人としっかり向き合えるか、そのためには自己理解が
十分にできていないといけないこと等、対話を通じて自己理解を
深めたうえで、多様な働き方が選択できる介護職でどのように働
きたいか、家庭環境も考慮し選択できるようにしている。
・地域の福祉の業界を担っていける人材育成を目指して訓練を
行っており、レベルの高い講師（大学教授等）を招聘しているた
め、経費が足りず赤字になることもあり訓練単価の増を望む。

・訓練の学科や実技を通して介護への理解が深まり、訓練で学ん
だことがすべて役立っている。
・パソコンスキルは報告書など書類作成に役立っている。
・講師の方から介護施設での経験談等伺えたことで、就職先を考
えるのに役立った。
・職場実習の不足を感じた。

・介護職員初任者研修を修了しているため、即戦力である。
・新規採用職員が３ヵ月で夜勤を行えるようになることを目標に
している（１ヵ月目通常勤務、２ヵ月目早番・遅番勤務、３ヵ月
目夜勤）が、訓練修了生は介護の基礎が固められているため３ヵ
月かからずに夜勤を任せることができる。
・パソコンスキルは現場で使用しているタブレットや、議事録作
成に活用されている。
・もう少し職場実習の時間があると、より実践的なスキルの習得
につながる。
・介護記録をタブレット端末で行うが、操作に苦慮する者もあ
る。現場におけるIT機器の広がりを踏まえると、IT関係の訓練内
容を組み込めるとよい。
・コミュニケーション技術の向上に期待する。

特になし ・定員充足率は令和５年度72.3％から令和６年度58.3％へ低下
した。
＜広報の改善と就職支援＞
・介護分野の職場環境、働き方、労働条件等について、現状を正
しく理解して就職後のキャリアパスをイメージすることができる
ような説明、体験会・職場見学会等の機会を確保し、訓練応募者
の増加につなげる。
・介護分野は求人倍率が高く、多様な雇用形態で働くことができ
ることから、就職につながりやすいといえることも積極的に周知
していくことが必要。
＜カリキュラムの改善と方向性＞
・実務につながる技術をより高めるために、職場実習時間の増加
が必要。
・現場においてIT機器が活用されている状況を踏まえ、IT機器
（パソコン、タブレット）の能力に関する講習時間の確保が必
要。

22 静岡
・IT分野
・デザイン分野

・学科より実技重視
・ポートフォリオ作成
・就職の幅を広げるため文書作成や表計算も設定
・プレゼン能力向上のため3分間スピーチの導入

・外国人（日本語の理解度）や、障害特性により授業について行
けない者への対応。⇒特化した訓練の設定はできないか。

・就職のカウント方法の見直し
⇒多様な働き方や在宅勤務等に対応してほしい。
・講師要件の緩和（外部人材の活用）

・Illustrator、Photoshop、コーテイング等は直接業務に活用で
きている。
・Webデザインに加えて学んだOfficeソフトの知識が活用できて
いる。（事務系職種で就職）
・資格やスキル習得が自信につながった。
・訓練受講により自己研鑽の重要性に気づかされた。

・より実務、実践に近い内容を学びたかった。

・訓練修了者は、Webデザインが直接役立つ業務には就いていな
いが、日常的にPCを利用しており、一部、訓練で習得した知識・
技能を活用できている。
・訓練で学習したこと（Webデザイン）が広告の仕事に役立って
いる。
・訓練でWebデザインを学ぼうとした意欲を評価した。

・基礎的な知識の習得には訓練が役立っているが、戦力として考
えるには物足りない。
・戦力として期待できるスキルを身につけるには訓練時間が足り
ていないと思う。

・昨年度より、訓練修了者と採用企業を対象にWebアンケート
ツール「WEBCAS」により、実施し不足する部分については聴
き取りを実施した。

・企業ニーズを把握し、そのニーズを取り入れた訓練内容の設
定。
・外国人向けや障害者向けなどの、受講希望者の特性やレベルに
配慮したコースの設定。
・就職に向けたコミュニケーション能力アップを図るための訓練
内容の設定。
・実務・実践に近い訓練内容の設定。
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23 愛知 製造分野・建設関連分野

①訓練受講者へのアンケート調査の実施（訓練受講者の現状・訓
練選択理由等の把握）
　愛知県とポリテクセンター中部の訓練コースの訓練受講者に対
してアンケート調査を実施する。
・訓練受講者の現状（年齢、性別、前職など、訓練受講前の状況
等）
・訓練受講にあたって重視した事項（カリキュラム、利便性、資
格・免許）訓練を選択した理由、等を把握し、訓練受講者の意思
決定に及ぼす影響の大きい事項を確認する。

②訓練内容の比較検証
　愛知県とポリテクセンターの訓練コースの内容（カリキュラ
ム、開講時期、訓練期間等）や「周知・広報（見学会等）の実施
状況等を項目別に整理し、比較検証する。
　⇒共通点、相違点を整理し、定員充足に資すること、訓練応募
者の意思決定に影響する事項を確認する。

③訓練受講者の現状・訓練選択理由と訓練内容との相関関係の検
証
　①及び②により把握した内容により相関関係を検証分析し、定
員充足が低調な要因、課題を明らかにする。

①訓練コース、訓練開講時期及び訓練定員数の見直し等
②愛知県とJEEDのホームページの比較・検証（有効な周知・広
報の把握）
③見学会の内容の充実、見学会等の開催と受講申込者数との相関
関係の分析
④女性受講者の確保（女性活躍事例の収集・発信、短時間訓練の
設定等）
上記①～④の課題については、速やかに検討を開始し、次回、令
和7年度第2回愛知県地域職業能力開発促進協議会にて、検討の進
捗状況を報告するとともに、令和8年度「愛知県地域職業訓練実
施計画（総合計画）」に反映できる事項は盛り込む。

24 三重
デジタル系（IT分野・WEB
デザイン分野）

　初学者が多いため、座学で簡単な用語、計算を理解できるテキ
ストを使用し、その後本格的にIT（基礎情報技術者試験）などを
実施している。

年齢層が幅広く、操作速度や理解度に個人差があるため、授業の
進捗に影響が出ないよう配慮理解度の確認、随時質問を受け付け
ている。

　デジタル系受講生獲得には、各ハローワークの積極的な案内が
必要。

　受講前の相談で、デザイン求人の現状理解と具体的ビジョンの
作成等でミスマッチの解消が必要。

デザイン分野については、初心者が就職できる機会が非常に限ら
れており、訓練生の就職先開拓も必要。

　キャリアコンサルティングで自己理解ができ、就職支援がとて
も役に立ち、心強かった。

　幅広くITに関する基礎的なことを学んだこと

　パソコンが全く使えなかったが、訓練を受講することで、パソ
コン入力ができるようになった。

　３ヶ月の短期間でよかったが、デジタルに関して初心者にとっ
ては、かなりスピーディーな授業だったので、もう少し狭く、深
く勉強できると良かった。

　IT・WEB関連の基礎知識がある。ITを勉強してきている実績が
あるため、勉強し続ける姿勢や、向き不向きも既にわかっている
ところが役に立っている。

　パソコンの基礎がわかっているため、簡単な入力業務を任せら
れ助かっている。

　資格より実務経験を重視する業界である。

　他部署との連携が重要になり、コミュニケーション力が必要な
ため、実務に即した課題解決のためのグループワークやグループ
ディスカッションがあるとよい。

　スキルによって、3ヶ月、6ヶ月、10ヶ月コース等あるとよ
い。もっと学びたいと思ったときにコース変更できるとよい。

特になし ・ハローワーク職員向けのデジタル系訓練の見学会を複数回開催
等して理解を深める

・訓練受講申込段階からの就職についての方向性を明確にし、就
職支援を行う。

・実務を意識した課題解決型のグループワークやディスカッショ
ンを取り入れるカリキュラムを訓練校と検討。

・就職支援の強化
（知識・スキル面）PC、ＩＴやデジタルの基礎知識を幅広く学ぶ
カリキュラム。
（ＰＲ支援）IT等を学び続ける姿勢や適性などをＰＲ。実践的な
カリキュラムの導入検討。
（企業との接点）求人者向け職業訓練見学会等で、職業訓練を周
知し求人開拓に繋げる。
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25 滋賀 IT分野

物価高騰に伴う、実施奨励金の見直し

訓練内容の分類や評価では、職種ごとの枠組みが中心となってお
り、DXスキルの横断的な価値が十分に評価されにくい

基礎的な知識を学ぶことができた

高度な知識を要する業務は、訓練で学んだものでは、役に立つほ
ど身につかなかった

基礎が身についていることが、ある程度評価ができる

職業訓練を受講しているという向上心の高さが採用の決め手と
なった

ITパスポートレベルの広範な知識を習得しておくことが望ましい

特になし 訓練修了者からの評価が低かったカリキュラムの訓練コースにつ
いては、ヒアリング結果を訓練実施機関に伝え、基礎力が身につ
くようなカリキュラムの見直しを勧奨する

eラーニング委託訓練について、就職率が低い要因として、訓練期
間、訓練時間が短いことが考えられるため、次年度の公募を行う
際は、現在の３ヶ月の訓練期間から４ヶ月に要件を変更する。

26 京都 介護・医療・福祉

＜カリキュラム内容で工夫してる点＞
●理解度を高め、就業への不安を軽減するため、座学、実技、実
習の順番や時間数を工夫
●講師の大部分は現役職員とし、リアルな現場の意見を伝え、就
業後のイメージがしやすいようにしている
●実技を重点的に時間数を増やし、講義も詰込み型でなく、グ
ループワークや体験、模擬演習を組み入れている
●受講生が成功体験を得られるように、企業実習中に実習先へ訪
問している
●就業を想定した内容を事例に取り入れている
●パソコンスキルなど多様な資格の取得　●振り返りの機会を確
保（単元ごとの問題や修了試験の模擬問題）

＜就職後の定着のために工夫していること、取り組んでいること
＞
●見学や体験、実習を推奨し、就職後のミスマッチを減らしてい
る
●就職後も相談やアドバイスを行っている
●就職後の定着支援として定期的なフォローアップ面談を実施
●実施機関が修了生の抱える悩みを就職先に伝えることで、課題
解決や離職防止を図っている

＜国への意見・要望等＞
●介護労働講習と募集期間を統一し、不公平感をなくしてほしい
●受講者数の確保（訓練をPRできる場の創出、不開講への対策）
●委託費や奨励金額の引き上げ
●就職支援経費の要件緩和（非常勤職員で就職した場合もカウン
トする）
●介護職員の待遇改善（介護職希望者が増えると、訓練受講者も
増える）
●若年層に対する介護職の魅力発信
●他の訓練コースと訓練期間が重ならない仕組みの構築
●事務処理の簡素化（効率化やデジタル化）の推進

＜職業訓練カリキュラムのうち、就職後に役立ったもの＞
①座学
　・尊厳について　・認知症や病気の知識
　・感染症の対策と予防　・講師の経験談
　・虐待に関すること　・アンガーマネージメント
　・人間と社会　・こころとからだのしくみ　・医療的ケア
②実技
　・基本的な介護動作　・各種介助　・ボディメカニクス
　・移動や移乗　・車椅子　・ベッドの高さ　・おむつ交換
③実習
④その他
　・パソコン　・グループでの話し合い
　・コミュニケーション　・教科書に載っていない豆知識

＜就職後に感じた、職業訓練でもっと学べたらよかったこと、ブ
ラッシュアップしたほうがよいカリキュラム＞
●実技時間や学科を増やす、順番に練習しても効率よく練習でき
る仕組みの創設
●企業実習先の数や実習期間、実習先施設帯の拡充（訪問介護）
●障害分野の授業時間と実技訓練の充実
●福祉用具の種類が多く、その取扱方法
●現在の病気、感染症に対しての対応策（昔とは病気の種類や割
合が変化している）
●喀痰吸引、口腔ケア、排泄介助など高度な実技

＜職業訓練内容のうち、業務に役立っているもの＞
●利用者とのコミュニケーションの取り方
●排泄や食事介助
●利用者への言葉かけなど「接し方」
●介護業務、移動、移乗に関する基礎知識
●訓練内容全て

＜職業訓練に組み入れたほうがよいカリキュラム、ブラッシュ
アップすべき点＞
●障害分野の充実
●実技時間の増強
●利用者に対する話し方など接遇の強化　●ICT機器（見守り機
器、介護ロボット、記録電子化）の活用、習得
●個々のサービス提供の仕組みに関する理解促進
●自立支援施設としてのサービス

＜訓練未受講の未経験者と比べて、訓練修了者に期待すること＞
●即戦力
●高齢者・障害者を理解し、相手に適切に接し、介助、助言がで
きる知識
●福祉の現場で働くことの重要性や人材としての責任を自覚し、
プロフェッショナルとして活躍すること
●スムーズに業務に入れる
●根拠に基づいた介護の提供や介護保険サービスの適切な運用に
関する理解

特になし ＜実技科目・時間数の増強＞
コースごとの特徴を理解しつつ以下を提案。
①実技時間が少ない2か月のコースでは、3か月コースの設定も検
討する余地がある。
②十分な実技時間を確保しているコースについては実技の待ち時
間の有効活用など、工夫を検討する余地がある。

＜障害分野カリキュラムの充実＞
座学、実技とも訓練時間数の増加を検討する余地がある。

＜福祉用具の使い方について＞
様々な福祉用具（ICT機器含む）の使用方法や活用場面を紹介す
るカリキュラムの設定を検討する。



令和７年度公的職業訓練効果検証ワーキンググループによるヒアリング結果等及び改善促進策（案）の概要

（b）訓練実施機関からの主な意見 （c）訓練修了者からの主な意見
（d）訓練修了者を採用した企業からの
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参考資料４

27 大阪 介護分野

・各講師には、知識取得の授業にも積極的に演習（グループワー
ク等）を取り入れるように指示し、対人援助職としてのスキル向
上を目指している。
・入職後のギャップを防ぐため、事前に職場見学の機会を提供
し、施設の雰囲気や仕事の流れを実際に体験してもらっている。
施設の良い面だけでなく、課題や厳しさも包み隠さず伝えること
で、前向きな就業判断を支援している。
・企業と連携して外国人を対象とした資格取得研修を実施してお
り、その実績を踏まえ、今後は福祉現場における多文化理解や異
文化コミュニケーションに関する講義の導入を検討している。外
国人スタッフとの協働や指導を円滑に行えるよう、受講生に対し
て多様性への理解を深める内容をカリキュラムに反映していく予
定。

・授業前、人前で3分間スピーチの実施やグループワーク、実技
の講義など、訓練期間中にクラスメイトとのコミュニケーション
や傾聴力、協調性などが少しずつ身についたと思う。
・外国人が上司・先輩という中での仕事の仕方、接し方というの
も心構えとして勉強できればいいと思う。

・若い人は問題ないが、高齢の方を採用することも多く、スマホ
での文字入力に苦労する人も多い。現在は、訪問記録を会社提供
のスマホで入力することとなっているため、スマホ入力に関する
訓練もあるとよい。
・訓練受講生自身の身長や体型に応じた適切な介助方法について
も訓練で教えてほしい（例えば車椅子の移乗の場合、適正な距離
の取り方は身長や体型によって異なるが、高身長の受講生が平均
的な身長の講師と同じように移乗させると、腰に負担がかかって
しまい故障の原因となる）。

- 訓練実施機関に対して、以下のとおり認定申請や訓練の実施状況
確認時等あらゆる機会を捉えて検証結果の周知及び対応の依頼を
行う。

＜職場体験・企業実習等の更なる促進＞
訓練修了者・採用企業双方にメリットがあり、積極的に実施する
必要がある。実施が不十分な訓練実施機関に対しては、職場見学
等促進奨励金も活用して促進を図る。

＜企業ニーズに即した訓練科目の設定＞
外国人労働者との協働を前提とした多様性の理解や、スマホ入力
に関するスキル等は従来に比べて重要性が上がっている。企業説
明会等の機会を通じて企業ニーズの正確な把握に努め、当該ニー
ズに即した訓練科目を設定する必要がある。

＜訓練受講希望者を増やすための取組＞
介護分野については応募倍率、定員充足率が低調であるため、積
極的な広報活動が必要。Instagram等のSNSや地域媒体を活用し
た広報活動等積極的な取組を行っている訓練実施機関もあるが、
広報が不十分な訓練実施機関においては一層の取組を求める必要
がある。また、介護分野についてはマイナスイメージが先行しが
ちであるため、介護初任者＋看護助手、介護初任者＋介護事務、
等の職務内容をイメージしやすく現場で使える内容の訓練を適宜
設定する。

26 京都 介護・医療・福祉

＜カリキュラム内容で工夫してる点＞
●理解度を高め、就業への不安を軽減するため、座学、実技、実
習の順番や時間数を工夫
●講師の大部分は現役職員とし、リアルな現場の意見を伝え、就
業後のイメージがしやすいようにしている
●実技を重点的に時間数を増やし、講義も詰込み型でなく、グ
ループワークや体験、模擬演習を組み入れている
●受講生が成功体験を得られるように、企業実習中に実習先へ訪
問している
●就業を想定した内容を事例に取り入れている
●パソコンスキルなど多様な資格の取得　●振り返りの機会を確
保（単元ごとの問題や修了試験の模擬問題）

＜就職後の定着のために工夫していること、取り組んでいること
＞
●見学や体験、実習を推奨し、就職後のミスマッチを減らしてい
る
●就職後も相談やアドバイスを行っている
●就職後の定着支援として定期的なフォローアップ面談を実施
●実施機関が修了生の抱える悩みを就職先に伝えることで、課題
解決や離職防止を図っている

＜国への意見・要望等＞
●介護労働講習と募集期間を統一し、不公平感をなくしてほしい
●受講者数の確保（訓練をPRできる場の創出、不開講への対策）
●委託費や奨励金額の引き上げ
●就職支援経費の要件緩和（非常勤職員で就職した場合もカウン
トする）
●介護職員の待遇改善（介護職希望者が増えると、訓練受講者も
増える）
●若年層に対する介護職の魅力発信
●他の訓練コースと訓練期間が重ならない仕組みの構築
●事務処理の簡素化（効率化やデジタル化）の推進

＜職業訓練カリキュラムのうち、就職後に役立ったもの＞
①座学
　・尊厳について　・認知症や病気の知識
　・感染症の対策と予防　・講師の経験談
　・虐待に関すること　・アンガーマネージメント
　・人間と社会　・こころとからだのしくみ　・医療的ケア
②実技
　・基本的な介護動作　・各種介助　・ボディメカニクス
　・移動や移乗　・車椅子　・ベッドの高さ　・おむつ交換
③実習
④その他
　・パソコン　・グループでの話し合い
　・コミュニケーション　・教科書に載っていない豆知識

＜就職後に感じた、職業訓練でもっと学べたらよかったこと、ブ
ラッシュアップしたほうがよいカリキュラム＞
●実技時間や学科を増やす、順番に練習しても効率よく練習でき
る仕組みの創設
●企業実習先の数や実習期間、実習先施設帯の拡充（訪問介護）
●障害分野の授業時間と実技訓練の充実
●福祉用具の種類が多く、その取扱方法
●現在の病気、感染症に対しての対応策（昔とは病気の種類や割
合が変化している）
●喀痰吸引、口腔ケア、排泄介助など高度な実技

＜職業訓練内容のうち、業務に役立っているもの＞
●利用者とのコミュニケーションの取り方
●排泄や食事介助
●利用者への言葉かけなど「接し方」
●介護業務、移動、移乗に関する基礎知識
●訓練内容全て

＜職業訓練に組み入れたほうがよいカリキュラム、ブラッシュ
アップすべき点＞
●障害分野の充実
●実技時間の増強
●利用者に対する話し方など接遇の強化　●ICT機器（見守り機
器、介護ロボット、記録電子化）の活用、習得
●個々のサービス提供の仕組みに関する理解促進
●自立支援施設としてのサービス

＜訓練未受講の未経験者と比べて、訓練修了者に期待すること＞
●即戦力
●高齢者・障害者を理解し、相手に適切に接し、介助、助言がで
きる知識
●福祉の現場で働くことの重要性や人材としての責任を自覚し、
プロフェッショナルとして活躍すること
●スムーズに業務に入れる
●根拠に基づいた介護の提供や介護保険サービスの適切な運用に
関する理解

特になし ＜実技科目・時間数の増強＞
コースごとの特徴を理解しつつ以下を提案。
①実技時間が少ない2か月のコースでは、3か月コースの設定も検
討する余地がある。
②十分な実技時間を確保しているコースについては実技の待ち時
間の有効活用など、工夫を検討する余地がある。

＜障害分野カリキュラムの充実＞
座学、実技とも訓練時間数の増加を検討する余地がある。

＜福祉用具の使い方について＞
様々な福祉用具（ICT機器含む）の使用方法や活用場面を紹介す
るカリキュラムの設定を検討する。
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28 兵庫 介護分野

・「訓練実施にあたって工夫している点」：受講者の習熟度に応
じた放課後講習会や補講などの個別フォロー。パソコンが使用で
きる環境を整備し、介護記録作成時に役立つ基本操作技術を学べ
るカリキュラムを導入。
・「訓練実施にあたっての国への要望、改善して欲しい点」：訓
練受講希望者（介護職希望者）の獲得に向けた、行政からの発
信。

・「訓練内容のうち、就職後に役立ったもの」：職場見学・職場
実習、身体介護に係る実技について、実際の現場で介護業務を体
験することで、身体の動かし方やボディメカニクスの重要性を実
感し、修了後スムーズに業務に移行できたとの声が多く寄せられ
た。
・「訓練内容のうち、就職後にあまり活用されなかったもの」：
「役立たなかった内容は特にない」との回答が多数を占めた。一
方で、「ＰＣ等デジタルの知識・スキル」を職場で使う機会がな
かったとする意見からは、今なお職場によってデジタル環境の導
入状況が異なることが窺えた。
・「就職後に感じた、訓練で学んでおくべきであったスキルや技
能等」：汚物処理等の感染対策やボディメカニクス等について、
訓練で学んだものの、実際にやってみると知識と行動に差を感じ
たという声があった。また、入浴介助などは実技で経験ができな
かったが、事故が多い介助であるため訓練で経験しておきたかっ
たとの声があった。

・「訓練により得られたスキル、技能等のうち、採用後に役に
立っているもの」：認知症に関する知識やアセスメントの理解、
実技演習で培った現場対応力が高く評価されていた。
・「訓練において、より一層習得しておくことが望ましいスキ
ル、技能等」：身体介護に関する実技訓練時間の確保。デジタル
スキルに関しては、これを求める程度は様々であり、Word・
Excelの基本操作で十分という意見、介護ソフトに少し触れておく
だけでも大分違うという意見、業務システムで個人情報を扱うた
め情報セキュリティの知識を求める意見、AIにより業務改善体制
を整える予定であるため、これを使用する側としてのAIの基礎知
識があった方が良いといった意見があった。
・「訓練修了者の採用について、未受講者（未経験者）の採用の
場合と比較して期待していること」：訓練修了者は基礎的知識と
姿勢が一定以上に担保されており、採用後の教育負担が軽減され
るとの意見があった。

　介護分野の訓練を選択しなかった求職者からその理由などを聴
取する等、同分野の訓練の受講者を確保するための課題及び改善
策等についても検証を実施。ヒアリングで得た「求職者が介護の
仕事に対して持つ懸念点」（身体的負担、精神的負担、賃金等）
に対し、現在改善が進んでいる点、具体的な事業所の取組などの
情報を収集し、この情報の提供の仕方により工夫を加え、ハロー
ワークの窓口での職業相談等の機会において、少しでも多くの方
に介護に目を向けてもえるような発信をしていくこととした。

　ヒアリングで得た内容を訓練実施施設に対する助言、指導に活
用し、訓練効果が期待できると認められた内容について、以下の
とおり更なる充実が図られるよう促す。

①職場見学・職場実習について、可能限り多様な現場で体験でき
る機会を確保。

②演習時間を十分に確保し、より多様な事例に対応する演習を実
施。

③デジタルの知識及びスキルの介護現場でのニーズを収集し、カ
リキュラムに取り入れる。

④より多様な協力事業所等の確保。

⑤就職先のサービス形態の選択に資する情報や事業所説明会等の
機会をより多く確保。

　上記④、⑤についてはハローワークにおいても、求人者、関係
団体、訓練実施施設と連携を深め、事例収集、情報発信、セミ
ナー等の実施を促進していく。

29 奈良 介護

・ハローワークや福祉人材センターと連携し、職業訓練受講生一人ひと
りの希望に応じた求人情報の提供や個人での職場見学の機会を提供して
いる。
また、就職フェアの紹介や応募書類の作成支援、面接対策等、実践的な
サポートを行い、早期再就職に向けた支援を行っている。
・キャリア・コンサルティングが大切だと考え、職業訓練受講生一人ひ
とりの職業適性や希望、就職活動の進捗状況を確認しながら、受講生に
助言と支援を行っている。個別面談により不安や課題を共有し、就職に
向けた具体的な行動計画の策定を支援している。
・介護現場を想定したロールプレイや実技演習を重視し、実践力を高め
る工夫をしている。また、個々の理解度に応じた丁寧な指導とフォロー
アップを行い、未経験者でも安心して学べる環境作りに努めている。
・地域の事業所や福祉施設と連携し、現場で求められる知識や技能を把
握したうえで、求人ニーズに即した職業訓練内容の構築に努めている。
実務に直結したカリキュラムにより、即戦力となる人材の育成を目指し
ている。
・各ハローワークを訪問し、職業訓練内容や申込時の注意点を丁寧に説
明することで、職業訓練への理解と内容との相違が生じないよう努めて
いる。また、必要に応じて少人数でも開講可能であることを伝え、職業
訓練受講希望者の不安軽減と応募促進に繋げている。

・講師陣の知識量や技術、人柄、学ぶ事が多く、自分で考える力
がついた。
・新たなスキル（技能）が身につき、職業訓練を受講して自信が
ついた。
・資格を取得することができた。自分自身の自己ＰＲや価値観等
の整理ができた。
・知識実技全般、現在の職場は途中障がいの方もおられるので、
病気、福祉用具、衣服脱着、学んだことが活かせる。
・前職場を体調不良が理由で退職したが、訓練期間に体力の回復
をした。
・介護の基礎知識をしっかりと習得できた。
・授業での発表等、人前で伝えたいことを落ちついて話せるよう
になった。
・同じクラスの受講生同士、仲が良くて触発された。
・就職後も受講生や先生とグループラインで繋がっており、資格
や講習などの情報を得ている。
・クラスの雰囲気も良く、情報共有をしながら学ぶことができ
た。

・そもそも短い職業訓練期間で詰め込めるものではなく、現場に
入ってからのOJTで習得していくものと理解している。職業訓練
では講義内容の捉え方や、質問してくるか（わからないことを質
問できるか）などの姿勢が大事だと思っている。
・介護の仕事で業務内容などを記録するので、最低限のパソコン
スキルが必要になる。介護職にもデジタル化が来ており、業務を
進めていく上でパソコンスキルがあるとメリットになる。
・介護の現場では、接遇が重要視されている。利用者や家族に対
しての接遇が、介護サービスの提供につながる。そのため「接遇
マナー」を取り入れて欲しい。また、職業訓練校の職場見学を取
り入れることで、施設での雰囲気やイメージが分かりやすい。ス
ムーズに介護職としての仕事に取り組むことができる。今後も充
実した介護職としてキャリアを支援していきたい。
・介護の職業訓練を受講後、介護業界に就職した人の感想（口コ
ミ）などをハローワークに掲示してはどうか。実際に介護業界に
就職した経験者の声は、職業訓練を考えている人の「職業訓練後
に継続して働いていけるのか」という不安を減らす材料になる。

・訓練カリキュラムの内容を最新のものとするため、訓練実施機
関へ訓練修了者の意見を伝える。

・求人者ニーズを把握し、訓練カリキュラムの充実を図るため、
採用企業の意見を訓練実施機関へ伝える。

・訓練修了者及び採用企業が高く評価していることから、これら
の声をハローワークを利用していない層を含めた求職者・求人者
双方へ伝えることにより、更に定員充足率及び就職率の向上、求
人充足支援に結びつける。
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30 和歌山 デジタル分野

・ＩＴ・情報系企業からの意見を踏まえ、訓練生の更なる社会人
基礎力向上を目指して、外部講師による「社会人基礎力向上講
習」を実施。
・地方でのデジタル分野訓練コースを拡充するため、講師の確保
や設備等の初期投資にかかる経費の上乗せ支給及び物価・人件費
上昇等に見合った委託費改定を要望。

【独自に追加した質問項目：カリキュラムにおけるグループワー
クについて】
①特に注力しているポイント
・グループ内での自身の役割への理解やコミュニケーションが進
むような授業展開を実施。
②効果的と思われるグループワークの内容
・コミュニケーション能力のみを向上するのであれば、ＩＴ系に
関連のない内容でのグループワークを行うことも良いかも。
・お客様の意向を前提とした提案力、マーケティング視点の習
得。

・チーム作業やプレゼンテーション等は就職後も役立っている。
・チャットＧＰＴなど、ＡＩについては取り入れるべきだと思
う。また、企業で使われているようなアプリは学んでおくと、仕
事に活かせると感じた。

【独自に追加した質問項目：訓練におけるグループワークの有効
性の有無とポイント】
・企業ではチーム作業となるためコミュニケーション力が必要で
あるため、グループワークはとても有効であった。また、相手に
対して、要点を端的に伝えられるかが重要だと思うので、そう
いったところも学べれば良かった。
・グループワークをすることで、他者の考え方を理解し、意見を
まとめるという体験ができ、協調性やコミュニケーション力を養
うことができた。

・デジタル環境への即応力があり、研修等を行っても吸収が早
い。
・ビジネスマナー（挨拶、社内での報連相、電話対応等）が習得
できていればなお良い。
・専門用語に明るいということはプラスに働くと思う。

【独自に追加した質問項目：訓練カリキュラムにグループワーク
が設定されている場合、どのような内容を要望されますか】
・グループ内で役割や担当をバランスよく割り振り、誰もがリー
ダーになれるローテーションの設定が必要。
・グループ全員で計画を立て、全体像を理解し、やり遂げるよう
な内容が必要。

・グループワークにおけるカリキュラムの選定やグルーピング設
定と進行の工夫などのグループワーク対応の強化が必要と思わ
れ、「プロジェクトサイトの制作から運営、管理のマネジメント
フローの実践」及び「ファシリテーション・プログラムの実施」
を設定し、早期に取り組む。
・昨年度に引き続き、ハローワーク職員や訓練施設のキャリアコ
ンサルタント等の知識向上のため、「ＤＸセミナー」を開催す
る。

31 鳥取 デジタル分野

・基本的なパソコンスキルだけでなく、情報セキュリティ、コン
プライアンス、リスクマネジメントなど具体的な考え方を学び、
かつビジネスマナーも身に付けている職業訓練生は、実務経験は
なくとも業務の理解や順応は高いと面接時に印象付けることがで
きる。
・DX関係の職種は特定の職種・部門に限らない。あらゆる分野で
活躍できるデジタルツールの知識・操作技能・考え方を、基礎力
として身に着けておくことはDX推進の大きな力になると思われ
る。
・Webデザインだけでなく、オフィス系の資格も取得できるよう
にカリキュラムを設定している。​
・資格試験を取得するのが最終目的ではないので、再就職した後
に役立つ内容をカリキュラムに盛り込むようにしている。
・資格試験取得に集中するあまり、求職活動がおろそかになって
しまうケースがある点。
・人口知能（AI）の技術をうまく使うと、業務効率化・生産性向
上が見込まれることから、実施訓練コースに沿って、代表的なAI
ツールを選定し、カリキュラムに組み込めたらよい。

・受講内容だけでは職種によっては足りない知識が沢山あると聞
かされ、就職できるか不安だった。
・未経験だったため、就職先が見つかるか不安だった。
・webデザイナー、webマーケターとして就職したので、フォト
ショ・イラレ・HTMLやCSSは学んでおいて良かった。
・ITリテラシーやクラウドは、まさに仕事に直結する分野なの
で、基礎を学べて今役に立っている。
・事務では主にエクセルを使ったデータ管理が多く、役立ちまし
た。あとはフライヤーデザインや名刺作りなどもさせていただき
デザイン系の勉強も役に立った。
・ Webデザインと関係ない部署なので、Webデザインの知識は
活用されない。
・今の職場が、独自のシステムのみ使うため。
・斡旋される企業がほぼ地元のみであり、リモートワークも含ん
だ全国に渡っての紹介があっても良い。
・模擬面接は受講してとても実際の面接で役に立った。

・情報系の知識を学んでいない方と比較して、早期に自立し戦力
として業務に携われる。
・基本的なパソコンスキルやビジネスマナーを身に付けているこ
と、また向上心や学習意欲が高く、即戦力でなくとも、ある程度
の期間でスキルアップして戦力になってくれることが期待でき
る。
・訓練修了者はパソコンの基本から体系的に学習しているため、
基本操作ができることはもちろん、応用や発展的な利活用につい
ても比較的短期間で身に付けることができるように感じる。
・パソコンスキルに関して操作手順は覚えてるが、その理由を知
らないので応用が効かないケースが散見される。
・全般的なスキルの一般知識や考え方、概念、危険性などを覚え
ておいてほしい。具体的な作業に必要なスキルは就業してからも
深められるため、就業がゴールではなく、そこで学ぶ姿勢を持ち
続けることを意識させてほしい。
・ウェブに情報を公開することの影響や重要性、また顧客情報を
取り扱うことの重要性や危険性など、方法論ではなく心構えにつ
いてしっかり認識させてもらいたい。

・訓練修了者については、在職中でありヒアリングを行うことが
難しいことから、訓練内容に関連した職種で就職した70名に対し
てアンケートを実施し、29名から回答を得た。
・訓練修了者採用企業については、訓練修了者を採用した企業69
社に対してアンケートを実施し、回答のあった29社に対して電話
や訪問によりヒアリングを実施。

・接遇マナー・ビジネスマナー・コミュニケーションに係るカリ
キュラムの重要性を共有。
・オフィスソフト・ネットワークセキュリティ・ 情報セキュリ
ティの知識と技術の重要性を共有。​
・Web関連の専門的な知識の習得は、就職に向けた有効なアピー
ルポイントとなることを周知。​
・受講生が訓練内容を理解し就職に結びつけるために、習得でき
るスキル（資格等）の可視化。​
・Job-Tagの活用推進。
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32 島根
IT分野・デジタル分野・事務
分野

・毎日の課題、提出物チェックによる習熟度評価や、オンライン
質問受付、訓練時間外でのチャット対応など、受講生のレベルの
バラツキに対し支援している。
•ＣＭなどの広報を通じて職業訓練にもっと付加価値をつけて欲
しい。
・受講者数が安定していないため訓練実施経費の見直しの希望

•訓練で学んだ内容が就職や業務に役立ったが、その効果が社会
的に知られていない。
•資格取得だけでなく、実践的な学びや社会人基礎力の向上につ
ながった。
•訓練の実際のメリットがもっと周知されれば、受講者も増える
のではないか。

•訓練で身につけたスキルだけでなく、やる気や意気込み、人間
力など気持ちの部分が大切​
・チーム業務を行える経験​があるとよい。
•訓練制度を詳しく知らない。情報が届いていない。

•求職者アンケートから、Word、ExcelのＰＣ基礎知識の訓練希
望が多い。
•島根県在職者リスキリング支援事業（301社／205種類）で
は、企業ごとに必要な内容でＴＩデジタル訓練が活用されている
ことが確認された。

•周知動画を制作し、訓練の具体的な成果と活用事例を“見える
化”する。
•作成動画を協議会構成機関（企業・教育機関・行政）が共通の
素材として活用し、訓練の社会的認知度を高める。

33 岡山 営業・販売・事務分野

・実際に就職して役立つビジネスマナーやパソコンの基本操作等
をカリキュラムに組み込んでいる。
・ジョブ・カードをキャリアコンサルタントと共有し、キャリア
コンサルティング時間外での相談がチャットやコメントでできる
ようにしている。
・job tagを活用し、仕事理解を深めたり、適性検査への対応力が
身につくよう支援している。
・就職支援の授業とキャリアコンサルティングを連動させ、自己
理解を深め、職業選択に活かせるよう支援している。

・ビジネスマナーやパソコンスキルが役に立っている。
・ITパスポート取得時に勉強したビジネス用語が役に立ってい
る。
・経理部門に配属されたので、総務関係で習ったことについては
今のところ使用していないが、時間管理の内容や税制などに関し
て学んだことは社会人として有益であると思う。
・VBAはもう少し色々やってみたかった。
・エクセルでマクロを使ったりしたが、今はアクセスをよく使っ
ているので、もう少しやっておけばよかった。

・簿記や仕訳の基礎知識、会計ソフトの操作経験は実務において
即戦力として大変役立っている。
・実務では会計ソフトや社内システムを操作することが中心とな
るため、より多様な会計ソフトに触れておくことで適応がさらに
早くなると感じる。
・ワードやエクセルといったMicrosoft Office製品だけでなく、
Google Workspaceなどのクラウドベースのアプリの知識を身に
つけておいてほしい。
・企業における基本的なPCセキュリティの習得を期待する。

・ビジネスマナーや基礎的なパソコンスキルを習得できる内容を
盛り込んだ訓練コースを継続。
・より高度なスキルや知識が必要な場合には、他分野の適切な
コースを案内。
・PCセキュリティ対策に関するカリキュラムの充実。
・就職支援の取組として、支援内容をハローワークと訓練実施機
関が情報を共有。
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IT分野

・企業に必要とされる人材の育成や、実務に直結するソフト操作
を学習できるカリキュラムを整備している。
・グループワークを多く取り入れることで、訓練生同士で教え合
うことにより理解が深まるとともに、コミュニケーション力向上
につながっている。
・就職活動に直結するポートフォリオや成果物の作成支援を行っ
ている。

・デジタルに関する基本的な知識やスキルを身につけることがで
き、業務全般において役立っている。
・企業実習や職業人講話により、デジタル分野の仕事についてイ
メージがしやすくなった。
・訓練内容や仕上がり像を明確化するために、より分かりやすい
資料や説明、体験会等があれば良かった。
・共同制作において必須となる進捗管理や報告事務等、より実践
的な経験を積むことができれば良かった。

・従事する業務によって活用する知識やスキル、言語が異なる
ケースも多いが、全般的な基礎が身についており、早期に戦力化
が見込める。
・訓練によって、チームで物事を進める際のコミュニケーション
能力・協調性を身に着けておくことが望ましい。

・令和５・６年度に開講したデジタル分野の訓練の修了生を採用
した事業所に対し、訓練カリキュラム毎の優先度を尋ねるアン
ケートを郵送にて実施した（送付142社　、回答49社）。「AI
活用」や「企業実習」といった即戦力を養成するカリキュラム
や、「表計算ソフト」「コンピュータ基本操作」といった初歩的
なカリキュラムが優先度が高かった。

・事前説明会における資料や説明のさらなる具体化等により、訓
練の受講により得ることができる知識・技能についてのより一層
の見える化。
・企業実習やチームで行う実践的な演習等による、実務をより意
識した学習機会の提供。
・グループワーク等によるコミュニケーション力の強化。
・企業紹介や職業人講話による、具体的な仕事イメージの提供。

デザイン分野

・就職実績や修了生の声といった内容を含む説明会等の実施につ
いて、卒業制作の成果物等を紹介し、訓練によって身につくスキ
ルのレベルを理解しやすいよう工夫している。
・パソコン機器等を含めた訓練環境の整備に努めるとともに、講
師の育成にも注力している。
・常勤男女２名のキャリアコンサルタントの配置、就職活動全般
に関する相談会の実施や情報提供等、キャリアコンサルティング
の充実を図っている。
・メンタル不調の訓練生が目立ち、気軽に相談できるカウンセ
ラーの配置が必要と感じる。
・質の高い講師の確保や補助講師の設置のため、委託費や奨励金
を増額して欲しい。

・PCの操作、オフィスソフト、WEBデザイン、Photoshopに関
する基礎的な学習ができて良かった。
・サイトデザイン、AI機能、HPの運用等についても学ぶことがで
きれば良かった。
・実際に企業で使用されているソフトで学習する方が、即戦力と
して受け取ってもらえるのではと感じた。

・PhotoshopとIllustrator等の基本的な知識があるため、スムー
ズに業務に取り組むことができている。
・企業ごとに求められるデジタルスキルやレベル感は異なるが、
一般的なオフィスソフトを使用でき、Web等のベースとなる知識
や技能を身に着けていることが望ましい。
・職場において円滑に業務を進めることのできるコミュニケー
ション力、ビジネスマナー、学習意欲が身についていると望まし
い。

・令和５・６年度に開講したデジタル分野の訓練の修了生を採用
した事業所に対し、訓練カリキュラム毎の優先度を尋ねるアン
ケートを郵送にて実施した（送付142社　、回答49社）。「AI
活用」や「企業実習」といった即戦力を養成するカリキュラム
や、「表計算ソフト」「コンピュータ基本操作」といった初歩的
なカリキュラムが優先度が高かった。

・説明会や見学会、ＨＰを含めた資料の充実等、多様な情報提供
手段の確保による仕上がり像の一層の見える化。
・実務で使用するソフトの導入等、より実務に近い訓練環境の整
備。
・最新のデジタルに関する知識・関連情報等を備えた講師の確
保。

広島34
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35 山口 ＩＴ分野

◎訓練中は、補講や確認テスト、単位制の導入など、学習の定着
や就職支援に向けた工夫をしている。
◎訓練の初めに「この訓練は就職のためのものである」と明確に
伝えることで、訓練生に意識づけを行っている。
◎「委託訓練や求職者支援訓練に対する企業側の認知度が低く、
有料の講座だと思われている。」など、企業への周知の必要性を
指摘
　この指摘を踏まえ、労働局ホームページでの企業向けのホーム
ページ新設やハローワークにおける「職業訓練生修了者歓迎求
人」などによるマッチングの強化を検討

◎エクセルや情報セキュリティーの知識が実際の仕事で役立って
おり、「マクロを使って業務改善を提案したい」という前向きな
意見があった。
◎一方、「ウェブデザインやＶＢＡなどのスキルは、今の職場で
は活用はない。」という声があり、「将来的には生かしたい」と
いったような中長期的な姿勢が確認できた。
◎接客や応対スキルについて、これまで学ぶ機会がなく、訓練で
学べてよかった。実際の職場でとても役立っている。という声が
多く、訓練の実践的な効果が見て取れた。

◎訓練を身につけたスキルのうち、エクセルのデータ分析や情報
セキュリティーの知識、ビジネスマナーなどが実際の業務に役
立っているなどの評価あり。
◎プログラミングやウェブ関連のスキルについて、現時点で必要
な場面はないが、将来的には業務の効率化やデジタル化を進める
上で期待しているなどの声があった。
◎接客応対やコミュニケーション能力といった、いわゆる人間力
についても企業から高く評価されている。

◎特になし ◎訓練カリキュラムや就職支援の取組に関して、訓練修了者及び
採用企業双方から、概ね高い評価を得ており、訓練が実際の就職
につながっていることが確認できたものの、ＩＴ人材としての採
用事例は確認できなかった。
　県内ではＩＴスキルを専門的に活用する企業が依然として少な
く、訓練実施機関からは「実務経験のない方がＩＴ人材として働
くには、都市部での就職を選ばざるを得ない」という意見もあっ
た。
◎一方で、先ほど報告があった「山口県中小企業団体中央会」の
調査によると、約８割の中小企業がＤＸやデジタル化に取り組む
人材に求めるスキルとして、デジタル技術に関する基礎知識を掲
げていることから、現場で即戦力となる基礎人材の育成が強く求
められていることを示していると思料される。
◎今後のカリキュラムの改善について、ＡＩは、業務効率化や情
報整理など日常業務でも活用が広がっており、ＩＴ分野ではより
深く、また、ＩＴ分野以外の分野でも、ＡＩの基礎知識や活用方
法を学ぶ機会を設けることが重要と考えられ、今後、先行事例を
参考にＡＩの基礎理解から業務活用までを段階的に導入すること
を検討していく。

36 徳島 デジタル分野

・知識の習得だけでなく、実務に近い環境での演習を積極的に取
り入れ、訓練生が現場で必要とされる対応力や問題解決力を育成
している。
・専門スキルだけでなく、コミュニケーション能力やビジネスマ
ナーも座学やグループワークで育成している。朝礼での発表や
SNS投稿を通じて、情報発信能力の向上にも取り組んでいる。
・地域の企業と連携し、実際のプロジェクトの一部に訓練生が参
加する機会を設け、学んだ知識を実社会で応用する経験を積める
ように取り組んでいる。
・企業説明会、訓練生の制作物の発表会を実施することにより、
企業と訓練生の出会いの場を提供し、企業の人材確保と訓練生の
就職支援を行っている。
・地域の人材ニーズは常に変動しており、画一的なカリキュラム
では対応しきれない場合がある。地域の産業構造や企業規模に合
わせた、より柔軟なカリキュラム設定の容認をお願いしたい。
・訓練実施機関と地域企業がより密接に連携できるよう、企業側
の訓練生受け入れに対するインセンティブや共同でのカリキュラ
ム開発に対する支援など、具体的な施策の拡充をお願いしたい。

・プログラムについて独学で学んでいたため、学校（訓練校）で
学んだという「後ろ盾」が欲しかった。履歴書や面接で「訓練を
受けた」と言えることが信用につながった。
・JavaScriptをもっと学びたかった。また、その重要性や活用範
囲をもっと教えて欲しかった。
・サイバーセキュリティの重要性は認識されていたが、訓練では
十分に扱われていなかった。実務では、セキュリティは非常に重
要であるため、より深く学べたらよかったと思う。
・言語の用途や将来性について説明があると、学習意欲が高ま
る。
・「WEBプログラマー養成科」という名称が、システム開発やア
プリ開発を想起されるため、企業とのミスマッチが起きている。
実際の訓練内容は「Webコーティング」「ホームページ制作」が
中心。「ホームページ制作科」や「Webコーダー養成科」など、
より実態に即した名称の方が分かりやすく、企業とのマッチング
率も高まると思う。また、受講生に訓練内容と就職先の現実を
もっと明確に伝える必要がある。
・訓練目標は「自分でホームページを作れるようになること」と
「グループでクライアント向けのサイトを制作すること」であ
り、目標は達成できたと感じている。

・自社のWEB運用において、更新作業・セキュリティ強化・情報
発信に対応できる人材は、非常に価値が高く重宝されると思う。
こうしたデジタルに知見がある「DX推進人材」が必要。
・企業が求めるのは「高度なプログラマー」ではなく、「実務に
役立つデジタルスキルを持った人材」ではないだろうか。
・「プログラマー養成科」という名称が企業に誤解を招く可能性
があるのではないか。「Webコーダー養成科」や「HP制作科」
などより実態に即した名称の方が企業とのマッチング率が高まる
のでは。
・訓練のブランディングの強化：即戦力が育つ訓練校としての認
知を広げる。
・プログラマーを目指すのであれば、「職業訓練＝ゴール」では
なく、「訓練修了＝スタート」として捉えるべき。プログラマー
養成科では「命令文を覚える」レベルで、実務で使えるレベルに
は達していない。実務では「命令を組み合わせて目的を達成する
力」が必要になる。こうしたことから、採用側は、「マインド
セット」、「責任感」、「継続的な学習意欲」を重視する。
・IT業界においては、訓練修了生をすぐに現場に放り込むのでは
なく、行政・企業等が連携して支援する仕組みがあれば良いと思
う。

１　受講者と雇用者双方へ訓練の共通理解を促すこと
①訓練コースの名称について、内容や目的に即した、より適切な
名称への見直しを提案。
②受講者：訓練施設説明会の充実（学習するカリキュラムだけで
なく、訓練で身に付くスキルが、どのような仕事に活かされるの
か具体的に伝え、受講者が自身の進路を明確に描けるよう支援）
を提案。
③雇用者：企業向け訓練施設見学会の充実を図る。各業界団体や
経済団体に周知協力を依頼し、IT業界以外の企業にも積極的な参
加を促す。見学会では訓練内容や習得レベルをより明確に説明
し、ハローワークと連携して訓練修了者向けの求人確保と採用促
進につなげることを提案。

２　訓練のカリキュラムやメニューの改善
Webをはじめネットワークにおける情報漏洩やサイバー攻撃のリ
スクが高まっていることを踏まえ、カリキュラムやメニューにお
いて、デジタルセキュリティやサイバーセキュリティに関する知
識（身に付けてほしいスキルや育てたい人材像に応じてより専門
的な）の取得を提案。
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37 香川 介護分野

・介護現場でよくあるケーススタディを用いたロールプレイを積
極的に実施し、利用者役・介護職員役を交代で体験することで、
サービス利用者への接し方や場面ごとの声かけ、配慮の必要性を
体感できる内容としている。
・ロールプレイ後に受講生同士で気付いた点等をフィードバック
し合うことで、個々の気付きやコミュニケーション技術の向上に
つながっている。
・介護記録やヒヤリハットレポートなど、現場で使用する書式を
使い、ワード・エクセル等で実際に作成訓練を行っている。
・介護現場の秘密保持や個人情報管理の重要性について、具体的
な事例を用いて指導している。
・委託費や就職率の定義を見直してほしい（訪問介護員は労働時
間が短く、就職者としてカウントされないケースが多い）。

・就職先により活用できている知識・技術は異なるが（高齢者施
設であれば身体介助技術が役立ち、障害者就労支援施設であれば
障害についての知識が役立つ等）、訓練で学んだ知識全てが役
立っている。
・実際の介護現場での実習ができればよかった。
・２か月間という短い訓練なので、進むスピードが速く、かけ足
状態だった。

・介護の基本的な知識が備わっているので安心して任せられる。
・個人情報の取り扱い方法やコンプライアンスについて理解でき
ていると望ましい。
・学校での勉強と実際の現場は異なるので、自分の適性を見極め
るため、定着のためにも実習は必要。
・訓練修了者を採用する際は、介護福祉士を取得する等のキャリ
アアップを期待している。
・介護未経験の人に介護の魅力を知ってもらうためにどういった
取組が必要か質問したところ、介護福祉士や介護支援専門員、
サービス管理責任者等キャリアアップに伴い給与も上がることを
アピールする必要があると回答があった。

・高松所の人材確保対策コーナー利用者のうち、介護業界へ就職
した者の前職について統計をとり、介護未経験からの転職者が少
ないという結果が出た。

・介護職の魅力を伝えるリーフレットを作成する等介護職への転
職や訓練受講を動機づける取組を行う。
・職業訓練の募集時期に合わせた訓練施設や介護現場の見学会を
開催する。
・企業実習をカリキュラムに組み込む。または、訓練中に最低１
か所は職場見学に行くことを受講生に働きかける。
・２か月という訓練期間が妥当か検証する。
・訓練施設が実施するキャリアコンサルティングにおいて、
「キャリア形成の重要性」について理解を深めることができるよ
う、訓練施設へヒアリング結果を共有する。
・介護分野の訓練が開講していない地域において、訓練施設を開
拓する。

38 愛媛
デジタル分野（IT分野、デジ
タル分野（Webデザイン系
に限る）

・能動的に学べる授業構成（質問しやすい雰囲気づくり、定期的な小テ
ストや復習タイムで定着を図ること）
・遠隔地からの受講者やリモート就労する者も多いため、受講生が抱く
「期待」と「現実」のギャップを埋めることを重視
・特にWebデザイン分野は就職先が即戦力を求める傾向にあり、訓練の
みで身に付けたスキルでは評価されにくい現状があるため、ポートフォ
リオの作成を必須とし、受講生が実力を「見える形」で証明できる環境
を整備
・初心者が多いWeb制作については、テキストで学習した内容をもと
に、自分自身で作成したWebページの個別指導を実施
・「訓練修了後の追跡調査・支援制度の拡充」
　「訓練実績評価手法の見直し（就職率などの定量評価から就職の質や
自己変容などの定性評価への見直し）」
　「就職支援経費の算定基準の緩和」について要望があった
・訓練を受けたら就職できるという考え方をどう変えるかが大きな課題
と捉えており、訓練を「目的」ではなく「就職・キャリア実現の手段」
として捉えられるよう段階的な支援と意識付けを強化していきたい

・ビジネスマナー、履歴書の書き方、デザイン発表会も就職活動に当た
り非常に役立った
・エクセルの知識全般が大変役に立ち、特にマクロを使用できることが
強みになり様々な仕事の選択肢が広がった
・Pythonを学ぶコースを受講し、システム開発会社に就職したが、最
初から開発業務を任されることはなく、別の業務を行っている。いつか
は開発業務を任されるのではないかと思っているが、訓練でPythonを
学んだことが自分にとって大きな力になっていると感じている
・Webデザインのコースを受講したが、課題制作に当たっては、あらか
じめ施設からある程度仕上がった作品が用意されていたので、素材探し
など「ゼロ」から自分で作品を制作するというスキルを学ぶことができ
ればと思う
・キャリアコンサルティングにおいて、講師からIT業界における具体的
な仕事内容や実際の職場での体験談を聞くことができ、業界理解を深め
る上で非常に参考になった。自身の適性や希望職種を考える際の材料と
なり、就職活動の方向性を明確にする助けとなった。
・eラーニングにおいて、クリアする課題が多いにもかかわらず、マン
ツーマンでの指導に限界があり理解できずに訓練が修了するケースが
あった

・基本的な接客販売の業務を遂行できることが前提で、Webデザ
インの訓練において色彩感覚や視覚的効果に関する知識の習得を
希望する
・OS及びエクセル操作の基礎知識を身に付けれるカリキュラムを
希望する
・社内のDX化に対応したデジタル技術活用の知識習得ができるカ
リキュラムを希望する
・Webデザインにおいては、集客に直結するマーケティングスキ
ルも必要と考える

・ハローワークシステムを用いた定量的な効果分析（デジタル分
野の求人238件におけるニーズ分析）の結果、システム開発系で
は、「JAVA」が最も必要とする言語、システム開発系以外では
「WEB」、「ソフトウエア開発」、「ネットワーク」が主要な
キーワード、デザイン系では「イラストレーター」が主要なキー
ワードであったことから、これらの知識習得を促進する必要があ
ると分析した。

【開発言語関係キーワードを含む求人】
JAVA　41件
PHP　　26件
.NET　  23件
C#　　 20件
HTML  19件
SQL　  18件
VB.NET 16件　等
　
【デザイン関係キーワードを含む求人】
イラストレーター 24件
フォトショップ　 20件
Mac　　　　 　     6件　等

・AIツールとイラストレーターの活用による実務対応力が有効。
特にAIツールの操作スキルの習熟度に応じた課題設定や、事業構
想に基づく演習を充実させるカリキュラムの見直しが必要
・独自ドメインの取得・管理に関する知識は業務で求められる場
面が今後も想定されるため、訓練内容に導入し、基本的な手順や
設定方法を学べる機会を設けることが望ましい
・Ｗｅｂデザインにおいては、集客に直結するマーケティングや
色彩感覚・視覚的効果に関する知識の習得が求められていること
から、カリキュラムに取り入れられるか検討が必要
・実際にゼロから成果物を作成する訓練は、実践的な力をつけ、
就職時のＰＲ材料ともなるため、カリキュラムに取り入れられる
か検討が必要
・訓練と就職活動の両立が困難となるような訓練コースについて
は、十分な訓練期間を確保し、受講生の理解促進を図るよう見直
しが必要
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39 高知 介護・医療・福祉分野

・現場に即したカリキュラムを組み、テキストも具体的な内容を
取り入れたものや、外国人受講生にも対応出来るものを準備して
いる。

・定期的なヒアリングによる目的意識の明確化、訓練修了後も登
校日（1ヶ月目、2ヶ月目、3ヶ月目）を定め、修了者間の意識共
有による早期就職の向上を図っている。

・訓練受講者の中高年齢化による求人情報とのミスマッチや、課
題を抱え配慮が必要な受講生が増えているため、キャリアコンサ
ルティングや就職支援等もそれに合わせた対応が必要となってお
り、ハローワークと情報共有や連携を図りたい。

・実習先がデイケアで比較的症状の軽い利用者が多く、会話やレ
クリエーションがメインであったため、重度の利用者も多い就職
先では手間取ってしまったので、こういった施設での実習や経験
談を聞く機会があれば良かった。

・入浴・排泄介助、陰部洗浄等、学科と少しの実践では現場での
判断が難しく、実践の必要性を感じた。実技の経験を十分に積め
なかったことで、就職後すぐに壁となり十分な実技時間が欲しい
と感じた。

・認知症の方との関わり方が難しかった。学科では学んだが、実
際どのように声がけすれば良いかは就職後に現場で学びながら身
に付けている。

・訓練校担当者から事業所見学を勧められ、見学時に管理者と面
談したことでこの職場で働きたいと意思が固まった。見学に行っ
たことで応募が前向きになった。

・訓練カリキュラムについては知識、技能ともに網羅されてい
る。
・基本的なな介護知識や技能は身についており、即戦力になって
いる。

・認知症について特に学んで欲しい。利用者は認知症を持ってい
る人が多く、症状が進んでいくこともある。認知症により心ない
言動に至る方もいるので、知識があれば接し方等も学びやすくな
り、介護福祉全体への理解に繋がる。

・現場の利用者情報管理、介護記録簿等は全てタブレット端末で
行っており、現場のIT化にも対応できる人材を必要としている。

・訓練修了者、採用企業へのヒアリングについては、ハローワー
ク窓口での訓練内容の説明や受講勧奨に活かすことを目的に、労
働局とハローワークが連携し、訓練窓口職員が企業を訪問して実
施するとともに、完成したヒアリングシートは県内ハローワーク
で共有し、窓口相談や訓練修了者を対象にした求人開拓に活かす
よう指示を行っている。

・訓練カリキュラムについて、実技科目（企業実習を含む）をよ
り現場に即した内容に、また認知症や発達障害等に対する理解を
深める内容やコミュニケーション能力の向上など、各科目の精度
を実務的に高めていく。

40 福岡 Webデザイン

【訓練カリキュラムの工夫】
訓練当初の成功体験の獲得。
受講生、修了生へのヒアリング、採用企業の声をカリキュラムに生かす。
基礎力の客観的な証明は就職活動で有利になるためWeb クリエイター能力認定試験資格取得
の重要性の意識付け

【就職支援の工夫】
Web業界での就職の過程について説明し目標を意識させる。
キャリコンでは、受講生の価値観や希望職種を自ら言語化させ自己理解を促進。定期的に全
コンサルタント間での事案の共有等を行う。
受講生に求人票を検索させ提出を課し、就職意欲の喚起。
自分の強み・弱みを整理し、自己理解と職業適性の整理を自覚し、求人票を見極める指導を
実施。
面接での評価ポイント等を意識させる。
クラス内での１分間プレゼン等を通じた受講生間の対話の促進と切磋琢磨の醸成。

【その他運営上の工夫】
受講生へのアンケート等によりその到達度等を把握し、個別の早期対応により退校等を未然
に防止。
習熟度が低い受講生に補講および質問対応等を実施。
専用LINEでのコミュニケーションの促進に加え、満足度・相談（不安事項）等の把握。
修了生、就職先へのヒアリングを通じた採用情報の収集。

【役に立ったカリキュラム】
訓練で学んだ知識は全般的にデザイナーやエンジニアへの具体的な指示等に存分に生かされ
ていると感じる。
訓練カリキュラムすべての知識が役に立っていると感じる。
Webクリエーター認定試験関係。グラフィックデザイン・コーディング・HP制作実習・カ
ラーデザイン、色彩検定

【活用されなかったカリキュラム】
・パワーポイント・Webサイト作成・演習
・Java-scriptとiQuery基本操作
・HTML

【学んでおくべきスキル・技能等】
ポートフォリオの作成において、その作成意図やターゲット層を正確に言語化し、相手に的
確に伝える力。
昨日通用していた技術が今日は使えなくなるのがWebデザイン業界だと思うので、日々情報
のアップデートを怠らない意識付けが大事。
現トレンドを把握し、求人企業へのアピールにポートフォリオの作成は重要で丁寧に行う。
社内部署やクライアントとの対面コミュニケーション能力の向上。自身の考えを言語化し相
手に正確に伝える力。
データベース・JAVA・PHP・ｊQuery
システム構築・環境構築・サーバー構築

【採用後役に立っているスキル】
業界の仕事内容を包括的に学ぶことは重要で、今後の仕事の展開に幅が生まれる。今の担当
業務ではレイアウト（画面表示機能）やレイヤー（画像編集）のスキル・知識が生きてい
る。
全般的にWeb業界の知識を広く認識していることが何より求められており、知識や技術とし
て　｢これだけで十分｣はない。
全般的な訓練カリキュラムは総じて役に立っている。ボリューム（総500時間）も悪くな
い。
特に、HTML５レイアウト、Visual Studio Code、Webシステム全般までの一連。

【習得が望ましいスキル】
ビジネスマナーやコミュニケーション力。
WEB業界はクライアントのオーダーをどれだけ具現化できるかが重要で、自己表現（アー
ト）の場ではないという前提認識は必要。今後はAIの活用力（プロンプトエンジニアリン
グ）も必要な時代に。
特定の言語（PHP,JAVA,C♯など）に特化するものではないが、一つの言語において、基礎
から応用までの流れを学んでおくと応用が利く。　その他、人間関係の構築、報連相の重要
性、PDCAなど。

【未受講者（未経験者）との比較】
自らの意志で数か月間の訓練を修了し、応募をしてきたという事実はWeb業界へ就職したい
という強い意思や覚悟の表れと評価。
職業訓練を通じてWeb業界への転職には、過去の価値観にとらわれず、素直に臨機応変に仕
事を学ぶ姿勢や意欲を期待。
キャリアパスに関して、入社時の待遇は、未経験者<未経験者（訓練受講）<経験者であり、
雇用形態・基本給等に反映。ただし、これは採用時のアドバンテージに過ぎず、本人の適性
や希望等によりその後の昇進等は決定。Web業界では、入社時の待遇が後に逆転することが
往々にしてあるので、入社後も向上心を持って励んでもらいたい。

今回新たに、訓練修了者へアンケートを以下により実施。

経緯：前回協議会委員からの提案
実施時期：令和７年８月
実施者：福岡労働局
対象：職業訓練修了生のうち、訓練に関連する就職をしたと届け出た者１００名
形式：訓練修了生へ郵送により文書送付し、二次元バーコード読み取りからWEBCAS（ア
ンケートフォーム）へ回答
回収率：４０％（４０件）

【回答結果】
就職した企業やその担当業務によって必要とされる知識やスキルに相違があることを前提
に、実務ソフトであるIllustrator・Photoshopが最重要であるとの意見が多数を占める一
方、Dreamweaverが突出して活用されていないソフトとして回答があった。また、求人応
募時のポートフォリオの作成については、業界就職のための重要な要素であったとの実体験
から、その訓練カリキュラムにおいても充実を希望する意見もあった。

訓練受講による優位性を示す修了生採用企業からの意見については、今後、ハローワークの
職員間で情報を共有し職業相談（受講あっせん）の場で活用する。

修了生及び修了生採用企業からの意見については、福岡労働局ＨＰに公開することで訓練実
施機関等に情報提供する。

また、訓練実施機関に対して情報提供を行うことに加え、各機関（労働局・県・機構）が定
期的に実施している公的職業訓練実施機関への訪問時には、直接訓練機関に対して、ヒアリ
ング内容の説明を行い、現行の訓練カリキュラムの内容の検証を促す。
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41 佐賀 営業・販売・事務分野

・授業中の会話は年齢関係なく敬語で話すことや、授業での疑問
点は必ず訓練生自身から挙手するなどの指示をしており、ビジネ
スマナーや自主性を育てるようにしている。
・求人票から読み取れる企業側が採用したい人物像の仮説を立
て、訓練生自身が該当するかを一緒に考えている。また、訓練期
間中に1社以上の面接を受けるよう早期の取りかかりを促してい
る。
・医療事務の内容は聞き慣れない用語が多く、難しさを感じる訓
練生が多いため、全ての科目において通常講義時間の2倍の時間
をかけて講義を行っている。また、訓練修了後に質問受付の時間
を設けている。
・ビジネスメールの対応、デジタルリテラシー、ビジネスマ
ナー、社会人基礎力を踏まえたWord・Excelを活用した実践的な
スキルを身につけるカリキュラムを設定した。
・実務を想定した演習問題を多く取り入れ、習得したスキルを
「使える力」に変えることを想定している。

・丁寧な指導で、改めて社会人としてのマナーや意識を持つこと
ができた。
・長期的に働ける就職先を探し、スキルを磨きたいという訓練生
がほとんどであるため、企業見学や話を聞ける機会をさらに増や
してほしい。
・パソコンスキルを学べたことも大変ためになったが、3分ス
ピーチやパワポ発表を行っていくうちに苦手意識があった人前で
の発表を克服できた。また、自己分析や他己分析で他者からの印
象等を知り自分を見つめ直すきっかけになった。ビジネスマナー
や敬語の使い方なども大変勉強になった。
・授業内容を習得する能力が劣っていたせいもあるが、資格試験
までの期間が短く合格できなかった。
・資格を取得でき、簿記の職種にも応募できるようになった。面
接の際にも自分の強みとして伝えることができた。

・保険関係の基礎について、一から教える時間がないので訓練で
基本的なことを勉強されていると、指示が簡単になり仕事もス
ムーズに行える。
・訓練修了者ということで採用を考えたことはないが、訓練を受
講したという努力は評価する。訓練を受講して資格を取って働き
たいという意欲に期待したい。
・簿記やパソコン操作、Word、Excelなどは基本的なことを勉強
していれば、細かく指示を出さなくて良い。
・コミュニケーション能力、ビジネスマナーなどは必要だと思う
ので今後も継続してもらいたい。

・特になし ・訓練内容を事前にしっかりと理解してもらうため、ハローワー
クで実施している訓練希望者向けの訓練説明会・相談会への参加
を促す。
・ハローワーク職員向けに訓練実施機関による訓練内容の説明を
行うことで、訓練内容の理解を促進し、的確な受講あっせん、求
人の確保に活かす。
・ハローワークにおいて、求人票の仕事内容欄を詳細に記載する
ことで、職種は同じでもそれぞれの企業での業務内容の違いをわ
かりやすく提示し、求人情報紙を訓練実施機関に提供し、修了後
の就職につなげる。
・就職先で求められるスキル（Excel関数、PowerPoint資料作
成、文書作成スキルやＩＴ・デジタルスキル、情報セキュリ
ティ、ビジネスマナー等）に対応した実技科目を設定する。
・キャリアコンサルティングを通じて、きめ細かい就職支援を実
施する。

特になし ・職業訓練実施機関も含め、県・機構・ハローワークで得た情報をカリ
キュラムに活かせるよう連携を図る。
・デジタル分野の知識・技能の習得はもとより、実際の作業を想定した
実践的な実習、AI活用能力、コミュニケーションツールの活用やビジネ
スマナー等については、カリキュラムに出来るだけ組み入れる。
・カリキュラムについても、受講する側がより理解するような時間割等
を作成する。

・制度の的確な説明やリーフレット等による周知はもとより、労働局に
おけるホームページ・SNSでの周知、令和７年３月より開始した各ハ
ローワークのLINEによる周知を引き続き行う。また、令和５年度・令和
６年度において実施した訓練体験イベント（ハロトレフェス）は、一定
周知の効果があったと考えており、令和７年度も実施予定であることか
らその結果を踏まえ、今後も効果的なイベント等の実施について検討す
る。

・企業に対して訓練内容（修了生の仕上がり像など）の周知を行う。ま
た、当分野のスキルを活かせる求人開拓（求人条件変更含む）をするこ
とにより修了後の就職につなげる。訓練内容の周知を行う一つのツール
として、長崎労働局で作成した「訓練コース紹介集」を活用していく。
・ハローワーク職員を対象とした訓練施設見学やデジタル分野のオンラ
イン説明会を行うことで訓練コース理解を促進し、受講者の確保、適切
な受講あっ旋、求人開拓（求人条件変更含む）に活かす。見学の際は訓
練施設と意見交換を行うなど、訓練中、修了後の早期就職実現に向けた
支援を行うため訓練施設との連携を図る。

《役に立ったもの》
◇Webサイト制作、 Webデザイン知識
◇HTML、CSSコーディング
◇Illustrator合格対策、動画編集
◇Word、Excel、 PowerPoint、コンピューター概論、簿記
◇ビジネスマナー
《活用されなかったもの》
◇ Webデザイン、 Web知識、 Web制作、 Python
◇ Illustrator、 RPA、Word Press
◇ HTML5/CSS3、
◇マーケティング概論
◇ PowerPoint、Excel
《訓練で学んでおくべきであったもの》
◇対人スキル実践
◇チャット、Zoomなど
　（仕事はほぼチャットで依頼されるため。 ）
◇HTML、CSSの実技、サイト作成の時間を増やすとより良くなると感
じた。
◇セキュリティ対策など	
◇マクロ、簿記
【独自】（ご意見・ご要望）
〇ずっと受講してみたかった分野を体験でき、Webの分野について知見
が広がりました。
〇大変よい機会をいただき感謝している。今まで自分のスキルのなさで
就職できなかったが、職業訓練に行って、勉強しスキルが取得できて再
就職できた。今も勉強して新たに資格取得を目指している。現在、職に
就いている人に向けても、資格取得の制度があれば嬉しい。
〇パソコンの学校ですが、すぐにパソコンが不調になり過ぎます。メン
テナンスを強化してください。
○とても充実した機会となりました。ありがとうございました。
〇大人になって学ぶのは難しいが、失業保険、交通費まで支援していた
だけたので安心して学べました。

《役に立っているもの》
◇パソコンスキル（Word、Excel）、HP作成、メールの送受信 。
◇マルチデバイスでのWebサイト制作
◇訓練での全般的な内容。特にSNS（インスタ等）、スマホでのサイト
制作
◇Webデザイン企画/制作実習、フォトデザイン実習、Webデザイン制
作概論、イラストデザイン概論
◇コミュニケーションスキル
《より一層習得しておくことが望ましいもの》
◇コミュニケーション能力 、電話応対や敬語の使い方、ビジネスマ
ナー、Webマーケティング
◇サーバーサイドエンジニア（プログラミングなど）としての知識
◇AI活用能力
◇専門的なスキルはそこまで求めていないが、広く浅く全般的に幅広く
対応できるスキル
◇エクセルは必須、タイピング（正確性）能力、電話対応などのスキ
ル、コミュニケーション能力
◇資格を取得することが目標となってしまっている印象があるため、具
体的な業務作業への理解が深まるようなカリキュラムだともっと良いと
感じている。
◇簿記２、３級のスキル・知識（あれば尚良い）
《採用について未受講生との比較》
◇デジタル化を進めているためPCシステムを学んだ訓練修了者の採用
は有利。
◇一般的に通常の学校を出た人じゃ学べない専門的なスキル、幅広い知
識を持った人材を期待している。
◇ビジネスマナーと応用力がきくパソコンスキル。
◇デザイナーとして即戦力になるかどうか。
◇チャレンジ精神がある方は、いろんな会社でも頑張れると思う。
◇就職意欲が高いためしっかり頑張ってくれるところなどは期待でき
る。
◇勉強・就業意欲
【独自】（採用にあたり、職業訓練を受講していることや習得したスキ
ルを考慮したか。）
《考慮した》
◇Word、Excel　　◇HPやSNSを操作できる
◇習得した知識、資格取得の有無
◇ＷｅｂサイトやHPを新規で取り組むための人材募集であり、経験者
や知識がある人を求めていたところ、訓練修了者が応募しており、採用
した。
《考慮していない》
◇総合的に判断（職歴やスキル、人柄など）をして採用を行っている。
◇訓練で勉強した内容を大きく活用できるような職種が無いことも影響
している。
◇第１印象を大事にしており、人柄や既存メンバーと一緒にやれるか、
組合員と上手にコミュニケーションがとれるかなどを考慮している。
【独自】（今回、訓練修了者の採用を決めたポイント。）
◇即戦力として活躍できること、システム関係の知識があることなどを
総合的に判断した。
◇熱意と作品の品質
◇人柄、コミュニケーション、PC操作（基礎）。
職歴から当社での業務に活用できる経験が無いかなども考慮している。

42 長崎 デジタル分野

◇デジタル分野の進歩は早いため、月に１回の社内研修を行っている。
◇Webデザイン技術の習得、資格取得に加えて、Web制作業務を疑似体
験する。「制作したWebサイト」をポートフォリオとして活用できるよ
う支援している。
◇難しい専門用語が多いため、できるだけ分かりやすく説明することを
心がけている。可能な限り見てイメージできるようにしている。
◇座学中心での学習だけでなく、グループ学習を行い、実践的な学習を
行っている。職場実習でより実践的な内容が学ぶことができる。
◇キャリコンは複数回実施するのが望ましいと思うが、時間の確保が難
しく訓練期間中に原則１回の面談を実施。希望があれば訓練時間外に
行っている。
◇就職相談においては、県内に該当する職種の求人が少ないことに苦慮
している。
◇キャリアコンサルタント自身が知識のアップデートに苦労している様
子がうかがえる。そのため、キャリアコンサルタントが訓練実施機関の
就職支援担当者や当該分野を担当する講師にリファーせざるを得ない状
況が増えてきた。
《国への要望等》
◇雇用契約期間が３カ月であったとしても、３カ月後に更新予定もしく
は４カ月後に雇用継続が確認できた場合は就職件数に含めていただきた
い。
◇受講確定後の辞退に関しては受講生を選定している国が委託費を負担
していただくか、本人負担にしていただきたい。
◇委託費は「訓練生数×単価」は合理的でない。「訓練経費=固定費＋
（訓練生数×単価）」であれば、少人数でも実施可能である。
◇就職支援経費は、就職率全員一律支給は合理的とは思えない。「就職
達成者数×単価×月数」の成功報酬とすべきではないか。
◇講師に対する報酬は、最低賃金との関係から毎年上げざるを得ないた
め、委託費も毎年上げてほしい。
◇出席率が低下した訓練生が、年度を跨ぐ期間の訓練生であった場合、
訓練実施経費の対象にならないというケースがある。その場合は数か
月、無報酬で訓練生を受け入れたことになるため、訓練校に対する配慮
を一考いただきたい。
◇デジタル分野という専門性の高い訓練を実施するにあたり、設備負担
に係る費用について、上乗せを希望したい。
◇妊娠、出産のため就職できない場合は、就職率の算定から除外してほ
しい。
◇現状、キャリアコンサルタントの資格を取得している方は中高年層に
偏っており、訓練コースを担当するキャリアコンサルタントやデジタル
系の企業内キャリアコンサルタントにとっては負担が大きく、今後、少
子高齢化が進む社会の中で、若年層のキャリアコンサルタントが育成で
きるプログラムが必要ではないかと考える。
◇上乗せは講師のやる気に繋がるが、就職率に関しては訓練者の意思に
よって左右されるため、条件から外して欲しい。 （訓練生が就職した就
職していないに関わらず、資格取得に対する指導や検定対策は同じよう
に行っているため。）
◇資格取得等の委託費上乗せよりも体調不良等で欠席した方へのフォ
ローで業務が増えるための支援費用を検討して欲しい。
◇デジタル分野の訓練を実施するためには、資格取得だけではなく、施
設設備等さまざまな経費が必要となってくるため、上乗せ金額について
は、再検討が必要と考える。
◇デジタル分野は、情報収集、検証、環境構築までのプロセスに運営コ
ストがかかるため、上乗せ分の増額を検討していただきたい。
◇30歳以上（未経験）で就職できる IT 系職種の開拓をお願いしたい。
長崎県正社員チャレンジプログラムのような制度や、厚生労働省が委託
している「デジタル人材育成のための「実践の場」開拓モデル事業」を
これからも引き続き継続していただきたい。（30歳以上に拡充）

【独自】（訓練実施および就職支援における問題点、課題等。）
◇求職者に対する訓練内容の露出を増やして欲しい。（テレビ、ネット
広告等）
◇訓練で知識や技術を身に付けても、年齢や業界未経験といった理由か
ら希望する職種への就職が難しい。または全く異なる分野での就職に
なってしまう。
◇Adobeが行っている「教育機関向けライセンス」がある。対象組織に
は「公共職業能力開発施設/職業訓練法人」とある。
　この、「公共職業能力開発施設/職業訓練法人」に、委託先も含めて
いただけるよう、認定機関への働きかけを希望したい。
◇就職意欲が低い受講生を就職へと導くことが難しい。受講生数に波が
あり、設備投資等を計画的に行えないことがある。近年、経費面の上昇
が著しく、運営に少し不安がある。
◇講師不足があげられる。講師の育成や訓練カリキュラムを再考するに
あたり、PDCAサイクルを基に実行まで移す時間がない訓練施設が多い
ため、体制強化や質の向上に至らないケースが一部見られる。職業訓練
サービスガイドラインも改訂版は平成31年が最新であり、更新する必
要があると考える。
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参考資料４

特になし ・職業訓練実施機関も含め、県・機構・ハローワークで得た情報をカリ
キュラムに活かせるよう連携を図る。
・デジタル分野の知識・技能の習得はもとより、実際の作業を想定した
実践的な実習、AI活用能力、コミュニケーションツールの活用やビジネ
スマナー等については、カリキュラムに出来るだけ組み入れる。
・カリキュラムについても、受講する側がより理解するような時間割等
を作成する。

・制度の的確な説明やリーフレット等による周知はもとより、労働局に
おけるホームページ・SNSでの周知、令和７年３月より開始した各ハ
ローワークのLINEによる周知を引き続き行う。また、令和５年度・令和
６年度において実施した訓練体験イベント（ハロトレフェス）は、一定
周知の効果があったと考えており、令和７年度も実施予定であることか
らその結果を踏まえ、今後も効果的なイベント等の実施について検討す
る。

・企業に対して訓練内容（修了生の仕上がり像など）の周知を行う。ま
た、当分野のスキルを活かせる求人開拓（求人条件変更含む）をするこ
とにより修了後の就職につなげる。訓練内容の周知を行う一つのツール
として、長崎労働局で作成した「訓練コース紹介集」を活用していく。
・ハローワーク職員を対象とした訓練施設見学やデジタル分野のオンラ
イン説明会を行うことで訓練コース理解を促進し、受講者の確保、適切
な受講あっ旋、求人開拓（求人条件変更含む）に活かす。見学の際は訓
練施設と意見交換を行うなど、訓練中、修了後の早期就職実現に向けた
支援を行うため訓練施設との連携を図る。

《役に立ったもの》
◇Webサイト制作、 Webデザイン知識
◇HTML、CSSコーディング
◇Illustrator合格対策、動画編集
◇Word、Excel、 PowerPoint、コンピューター概論、簿記
◇ビジネスマナー
《活用されなかったもの》
◇ Webデザイン、 Web知識、 Web制作、 Python
◇ Illustrator、 RPA、Word Press
◇ HTML5/CSS3、
◇マーケティング概論
◇ PowerPoint、Excel
《訓練で学んでおくべきであったもの》
◇対人スキル実践
◇チャット、Zoomなど
　（仕事はほぼチャットで依頼されるため。 ）
◇HTML、CSSの実技、サイト作成の時間を増やすとより良くなると感
じた。
◇セキュリティ対策など	
◇マクロ、簿記
【独自】（ご意見・ご要望）
〇ずっと受講してみたかった分野を体験でき、Webの分野について知見
が広がりました。
〇大変よい機会をいただき感謝している。今まで自分のスキルのなさで
就職できなかったが、職業訓練に行って、勉強しスキルが取得できて再
就職できた。今も勉強して新たに資格取得を目指している。現在、職に
就いている人に向けても、資格取得の制度があれば嬉しい。
〇パソコンの学校ですが、すぐにパソコンが不調になり過ぎます。メン
テナンスを強化してください。
○とても充実した機会となりました。ありがとうございました。
〇大人になって学ぶのは難しいが、失業保険、交通費まで支援していた
だけたので安心して学べました。

《役に立っているもの》
◇パソコンスキル（Word、Excel）、HP作成、メールの送受信 。
◇マルチデバイスでのWebサイト制作
◇訓練での全般的な内容。特にSNS（インスタ等）、スマホでのサイト
制作
◇Webデザイン企画/制作実習、フォトデザイン実習、Webデザイン制
作概論、イラストデザイン概論
◇コミュニケーションスキル
《より一層習得しておくことが望ましいもの》
◇コミュニケーション能力 、電話応対や敬語の使い方、ビジネスマ
ナー、Webマーケティング
◇サーバーサイドエンジニア（プログラミングなど）としての知識
◇AI活用能力
◇専門的なスキルはそこまで求めていないが、広く浅く全般的に幅広く
対応できるスキル
◇エクセルは必須、タイピング（正確性）能力、電話対応などのスキ
ル、コミュニケーション能力
◇資格を取得することが目標となってしまっている印象があるため、具
体的な業務作業への理解が深まるようなカリキュラムだともっと良いと
感じている。
◇簿記２、３級のスキル・知識（あれば尚良い）
《採用について未受講生との比較》
◇デジタル化を進めているためPCシステムを学んだ訓練修了者の採用
は有利。
◇一般的に通常の学校を出た人じゃ学べない専門的なスキル、幅広い知
識を持った人材を期待している。
◇ビジネスマナーと応用力がきくパソコンスキル。
◇デザイナーとして即戦力になるかどうか。
◇チャレンジ精神がある方は、いろんな会社でも頑張れると思う。
◇就職意欲が高いためしっかり頑張ってくれるところなどは期待でき
る。
◇勉強・就業意欲
【独自】（採用にあたり、職業訓練を受講していることや習得したスキ
ルを考慮したか。）
《考慮した》
◇Word、Excel　　◇HPやSNSを操作できる
◇習得した知識、資格取得の有無
◇ＷｅｂサイトやHPを新規で取り組むための人材募集であり、経験者
や知識がある人を求めていたところ、訓練修了者が応募しており、採用
した。
《考慮していない》
◇総合的に判断（職歴やスキル、人柄など）をして採用を行っている。
◇訓練で勉強した内容を大きく活用できるような職種が無いことも影響
している。
◇第１印象を大事にしており、人柄や既存メンバーと一緒にやれるか、
組合員と上手にコミュニケーションがとれるかなどを考慮している。
【独自】（今回、訓練修了者の採用を決めたポイント。）
◇即戦力として活躍できること、システム関係の知識があることなどを
総合的に判断した。
◇熱意と作品の品質
◇人柄、コミュニケーション、PC操作（基礎）。
職歴から当社での業務に活用できる経験が無いかなども考慮している。

42 長崎 デジタル分野

◇デジタル分野の進歩は早いため、月に１回の社内研修を行っている。
◇Webデザイン技術の習得、資格取得に加えて、Web制作業務を疑似体
験する。「制作したWebサイト」をポートフォリオとして活用できるよ
う支援している。
◇難しい専門用語が多いため、できるだけ分かりやすく説明することを
心がけている。可能な限り見てイメージできるようにしている。
◇座学中心での学習だけでなく、グループ学習を行い、実践的な学習を
行っている。職場実習でより実践的な内容が学ぶことができる。
◇キャリコンは複数回実施するのが望ましいと思うが、時間の確保が難
しく訓練期間中に原則１回の面談を実施。希望があれば訓練時間外に
行っている。
◇就職相談においては、県内に該当する職種の求人が少ないことに苦慮
している。
◇キャリアコンサルタント自身が知識のアップデートに苦労している様
子がうかがえる。そのため、キャリアコンサルタントが訓練実施機関の
就職支援担当者や当該分野を担当する講師にリファーせざるを得ない状
況が増えてきた。
《国への要望等》
◇雇用契約期間が３カ月であったとしても、３カ月後に更新予定もしく
は４カ月後に雇用継続が確認できた場合は就職件数に含めていただきた
い。
◇受講確定後の辞退に関しては受講生を選定している国が委託費を負担
していただくか、本人負担にしていただきたい。
◇委託費は「訓練生数×単価」は合理的でない。「訓練経費=固定費＋
（訓練生数×単価）」であれば、少人数でも実施可能である。
◇就職支援経費は、就職率全員一律支給は合理的とは思えない。「就職
達成者数×単価×月数」の成功報酬とすべきではないか。
◇講師に対する報酬は、最低賃金との関係から毎年上げざるを得ないた
め、委託費も毎年上げてほしい。
◇出席率が低下した訓練生が、年度を跨ぐ期間の訓練生であった場合、
訓練実施経費の対象にならないというケースがある。その場合は数か
月、無報酬で訓練生を受け入れたことになるため、訓練校に対する配慮
を一考いただきたい。
◇デジタル分野という専門性の高い訓練を実施するにあたり、設備負担
に係る費用について、上乗せを希望したい。
◇妊娠、出産のため就職できない場合は、就職率の算定から除外してほ
しい。
◇現状、キャリアコンサルタントの資格を取得している方は中高年層に
偏っており、訓練コースを担当するキャリアコンサルタントやデジタル
系の企業内キャリアコンサルタントにとっては負担が大きく、今後、少
子高齢化が進む社会の中で、若年層のキャリアコンサルタントが育成で
きるプログラムが必要ではないかと考える。
◇上乗せは講師のやる気に繋がるが、就職率に関しては訓練者の意思に
よって左右されるため、条件から外して欲しい。 （訓練生が就職した就
職していないに関わらず、資格取得に対する指導や検定対策は同じよう
に行っているため。）
◇資格取得等の委託費上乗せよりも体調不良等で欠席した方へのフォ
ローで業務が増えるための支援費用を検討して欲しい。
◇デジタル分野の訓練を実施するためには、資格取得だけではなく、施
設設備等さまざまな経費が必要となってくるため、上乗せ金額について
は、再検討が必要と考える。
◇デジタル分野は、情報収集、検証、環境構築までのプロセスに運営コ
ストがかかるため、上乗せ分の増額を検討していただきたい。
◇30歳以上（未経験）で就職できる IT 系職種の開拓をお願いしたい。
長崎県正社員チャレンジプログラムのような制度や、厚生労働省が委託
している「デジタル人材育成のための「実践の場」開拓モデル事業」を
これからも引き続き継続していただきたい。（30歳以上に拡充）

【独自】（訓練実施および就職支援における問題点、課題等。）
◇求職者に対する訓練内容の露出を増やして欲しい。（テレビ、ネット
広告等）
◇訓練で知識や技術を身に付けても、年齢や業界未経験といった理由か
ら希望する職種への就職が難しい。または全く異なる分野での就職に
なってしまう。
◇Adobeが行っている「教育機関向けライセンス」がある。対象組織に
は「公共職業能力開発施設/職業訓練法人」とある。
　この、「公共職業能力開発施設/職業訓練法人」に、委託先も含めて
いただけるよう、認定機関への働きかけを希望したい。
◇就職意欲が低い受講生を就職へと導くことが難しい。受講生数に波が
あり、設備投資等を計画的に行えないことがある。近年、経費面の上昇
が著しく、運営に少し不安がある。
◇講師不足があげられる。講師の育成や訓練カリキュラムを再考するに
あたり、PDCAサイクルを基に実行まで移す時間がない訓練施設が多い
ため、体制強化や質の向上に至らないケースが一部見られる。職業訓練
サービスガイドラインも改訂版は平成31年が最新であり、更新する必
要があると考える。
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43 熊本
デジタル分野及び営業・販
売・事務分野

【訓練実施にあたって工夫している点】
・入所時の丁寧な説明、日々の声掛けや定期面談などを通じて信頼関係
を構築し、安心して学べる学習環境の整備に取り組んでいる。
・理解度や習熟度に応じ、グループワークや実技演習を多く取り入れた
実践的なカリキュラムを編成している。
・職場を想定した模擬課題やプレゼンテーション演習を通じて、就職に
直結するスキルを段階的に習得できるよう工夫している。
・訓練生の理解度に応じたフォローを行っている。
【キャリアコンサルティングの状況】
・訓練開始時、中間、修了時の３回を基本とし、必要に応じて随時実施
している。
・IT業界を志望する訓練生には、IT分野専門のキャリアコンサルタント
有資格者が業界動向や職種特性を踏まえた専門的な助言を行い、より現
実的なキャリア設計の支援につなげている。
【要望等】
・定員割れが一定期間続く場合における補助制度や、定員数の柔軟な見
直し、開講基準の緩和など、訓練実施機関が安定して経営を継続できる
仕組みを検討してもらいたい。
・就職支援経費の支給基準が高く、達成が難しい。
・近年の給与に関する情勢や物価高騰などの影響もあり、質の高い講師
確保のために奨励金の単価の引き上げをお願いしたい。
【IT業界で新たに必要とされているスキル等に対応するための工夫（独
自に追加した質問）】
・カリキュラム内に「DX・IT概論」を設け、ICTの社会的意義やセキュ
リティ、コンプライアンス、リスクマネジメントなど、現代の企業活動
で重要となる基礎知識を取り入れている。
・チーム開発を通じて、IT人材としての協働力と実務力をもった人材を
育成している。
・汎用性のあるHTML,CSSでのＷｅｂ制作スキルの学習を取り入れて
いる。
【OA事務員として求められているスキル等に対応するための工夫（独
自に追加した質問）】
・実務に即したアプリケーションの操作力を習得するため、実務を想定
した演習を組み込んだカリキュラムを設定している。

【就職後に役立っているもの】
・Word、ExcelなどMicrosoft Officeの使い方
・PCの基礎操作（タイピングなど）
・ビジネスマナー
・接遇
・コミュニケーションスキル
【就職後にあまり活用されなかったもの】
・特にない（多数回答あり）
・Web制作の知識
・簿記の知識
・CADの知識
【学んでおくべきであったと感じたスキル、技能等】
・特にない（多数回答あり）
・Excelのより幅広い実践的なスキル（関数、表作成等）
・パソコン全般
・ホームページの更新方法
・電話対応
・コミュニケーションスキル

【採用後に役立っているもの】
・PC基礎スキル
・Word、Excel、Access
・コミュニケーションスキル
・接遇
・ビジネスマナー
・簿記、経理の知識
・プログラミングの基礎知識
・宅地建物取引士の知識
【より一層習得しておくことが望ましいスキル、技能等】
・パソコンスキル全般
・接遇
・電話応対・コミュニケーションスキル
・チームワークスキル
・接客マナー
・言葉遣い
・Webデザインに関するスキル
・CADの使用スキル
【未受講者と比較して期待すること】
・即戦力になること
・実務的なスキルの習得が早いこと
・接遇やビジネスマナーを習得していること
・社会人としての基本

職業訓練実施機関は４機関にヒアリング調査を実施。訓練受講修了者と
採用企業にはアンケートを郵送した。訓練受講者は100名にアンケート
を郵送し、48名から回答があった。この48名の採用企業にアンケート
を郵送し、27社から回答があった。

【実施方法がアンケートになった経緯】
令和6年度の効果検証で訓練修了者からヒアリングについて理解が得ら
れず、結果の取りまとめ等のスケジュールを考慮した結果、やむを得ず
一部アンケートに切り替えて調査を実施した。これを踏まえ、令和6年
度第2回の協議会で、訓練実施機関にはヒアリング、訓練修了者及び採
用企業にはアンケートで調査を行うことを提案し、構成員に承認してい
ただいた。また、以前から調査件数について、もっと多い方がいいので
は、との意見を構成員からいただいており、すべてをヒアリングで行う
ことは困難な状況であった。

・多くの分野で汎用的に活用できるPC基礎知識・基礎技能のスキル習
得についてカリキュラムの設定と充実を推奨する。
・訓練分野に関係なく、接遇が習得できるカリキュラムの設定を推奨す
る。
・知識を習得するだけではなく、知識を実践で活用できる訓練修了者を
輩出することを目指したカリキュラムを設定することを推奨する。
・AI活用術など広範囲におけるIT知識習得の取り入れを推奨する。
・PCバージョンやアプリケーションの最新化を推奨する。
・訓練内容がより分かりやすいものとなるよう受講案内（リーフレッ
ト）のリバイスを行い、各種ＳＮＳ等を活用した情報発信を行うなど、
公的職業訓練等の周知の強化を図る。
・適切な訓練コースを選択するためには、訓練希望者と窓口相談におけ
る職員の訓練内容理解が重要であるため、訓練実施機関による説明会を
継続・充実させ、積極的な参加と情報収集を勧奨する。
・訓練内容、開講回数、開講地域などについて地域のニーズを考慮し、
偏りが無いように訓練を設定する。
・訓練実施機関は訓練生との信頼関係構築が重要であり、日々の声かけ
や複数回の面談等によりコミュニケーションを取り訓練生の状況を把握
するよう推奨する。
・HW訓練窓口、HW求人部門、訓練実施機関が連携した求人確保と情
報共有による就職支援を継続する。

44 大分 介護分野

・相手の立場に立ったケアを意識しており、技術や知識の使い方
を間違え介護対象者の人権や尊厳を損なわないよう、演習、グ
ループワークを取り入れている。

・介護現場の現役講師が担当しており、介護現場で必要とされる
タイムリーな知識を習得できる。

・座学、実技等訓練カリキュラム全般にわたり訓練修了者及び採
用企業から一定の評価があり、訓練カリキュラムが就職後役に
立っている。

・利用者と直接触れ合う作業が役に立った。

・実習先に就職することもあり、就職後の業務を具体的にイメー
ジすることができる。

・就職後はデイサービス、泊まり、訪問、入浴、トイレ介助など
業務は多岐にわたるが、訓練内容のすべてが役に立っている。

・実習等で実際に触って、体験していること。人と対したときに
力の加え方など不安が生じるので、そこに免疫があることが大
事。

・訓練を修了していることで、未経験者でもイチから教えること
は不要なので安心して従事してもらえる。

・学科、実技の知識、企業実習の経験値が役に立っている。

・仕事の中身、実際に従事する業務のイメージを持ってもらうこ
とが定着につながる（入社後の三大介助（食事、入浴、排泄）業
務への抵抗が少ない）。

・特になし ・市報やフリーマガジンなどのペーパー、ホームページやＳＮＳ
などといった複数媒体の活用を進め、介護分野のイメージアッ
プ、仕事理解並びに職業訓練の認知度向上を促す。

・窓口となるハローワークにおいては訓練の具体的内容のみなら
ず、取得した資格の活用や訓練修了者の感想など将来像をイメー
ジしてもらえるような説明を行うなど取組を強化する。

・コミュニケーションスキルは、とりわけ人と接する介護分野に
おいては特に必要となるため、訓練実施機関に引き続き訓練内容
を充実させるよう促す。

・実際の業務とのギャップを埋めるため、訓練実施機関に口頭又
は書面で身体に障がいのある方などの対応を伝えるよう促す。
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45 宮崎局 デジタル分野

(1)朝のスピーチを活用し自由な話題で面接の際に役立つよう取り
組んでいる。
・受講生同士で面接練習をすることにより、採用企業側の立場が
理解でき面接時の強みになる
・社会人マナーと同時に、容姿等についても実態との違いを取り
入れている。
・AIと対話しながらのカリキュラムによりプログラムに対応でき
る発想、スキル向上を取り入れ、プログラム完成までの「飽き
る」というデメリット回避ができた。
(2)放課後必要に応じ個別のキャリコンを実施し、授業内容や就職
支援等を行っている。また、世代別で採用雇用待遇も偏りがある
ため、多様な働き方について説明し、各自積極的な就活を支援し
ている。
(3)受講生の中では、家族・障害の問題を抱えている方も多いた
め、専門家等との連携支援が必要なので、支援の一つと検討して
ほしい。
・雇用保険受給延長が目的の人が増えてきたように感じるため、
入り口の段階でしっかりと就職に関する意識付けをする必要があ
る（就職支援制度周知等の工夫）。
・職業訓練メインでの経営は厳しいので、単価引き上げ委託料最
低保障制度等改善見直しをお願いしたい。
・ミドル世代以上の正社員は厳しいので、長期高度育成コースの
正社員率80%の要件を緩和できないか。

(1)・クライアントに応えられるデザイン、スキルを学ぶことがで
きた。
・Webクリエーター資格は幅広いデザイン業界の理解度の向上に
資する物となってきており良かった。
・SNSマーケティングを学ぶことで、他の企業の広報等を見る視
点が変わった。
・社会人になってからの専門的な学び場は、人生の転機になっ
た。
(2)習得したスキルではない部署（業務内容）だったので、求めら
れるスキル相違であった。
・ビジネス文書やビジネスメールの作成方法について不足に感じ
た。
(3)インターンシップや業界の説明会等増やしてほしい。
・就職先がプログラミングではなくビジネス文書だったため、デ
ジタル業界とはいえ幅広いので、しっかりと就職活動を行う上で
見極めることが必要（体験、見学等のコマ数増）
・動画制作やWeb制作等、後半の授業で時間も短いため、もっと
カリキュラムを現状に合わせて欲しい
【その他】
・Wi-Fi、PC旧型等、実施機関の環境改善が必要
・世代やスキルのレベル等もあるが、デジタル分野での求人が少
ない。

(1)前提知識、社会人マナー等基本ができており助かっている。
・｢HTML]知識が必要であり、十分に対応出来るスキルを身につ
けている。
(2)中途採用者は資格必須なので、現状以上のスキル（カリキュラ
ム）が求められる。
・デジタル分野に関しては、「illustrator」のスキルがあると望
ましい傾向がある。
・実施訓練機関の教科書等、常にアップデートしてほしい（時代
の早さに対応）
・成長意欲、基本情報処理技術者の資格は必須
(3)インターシップを積極的に導入した方が、ミスマッチ解消、入
社後の意欲向上に繋がるのではないか。
・講演会（企業説明会）で受講生を見ているが、学ぶ意欲のある
生徒は3割程度と見受けられるので、もっとカリキュラムの中に
就職意欲向上、業界の実情（求めている人材像）を取り入れるこ
とで、中途採用枠も広がる。

・デジタル分野の訓練受講生が、「訓練に関連する」として就職
した県内の事業所のうち一部抜粋した145社に、「Microsoft
forms」を利用したアンケートを実施。
　　　　→回答率：26.2%（38/145）
・一般的なスキル（言語等）は即戦力であるが、より専門性の高
いスキルを求めているのが実態であった。

【参考意見】
・中途採用実績あり企業94.7％（うちハローワーク紹介
41.7%）の中、今後の中途採用に関しては実務経験1年以上の意
見が多かった。
・訓練受講生の採用満足度については、62.5％（採用実績
63.2%)となっており、社会人コミュニケーション、学習及び資
格習得意欲に満足度が高かった。一方で、社会人経験が浅い方や
年齢別ではコミュニケーション不足という意見もあり、訓練カリ
キュラムでの強化を希望している。
また、案件を想定した際の制作物クオリティが低く、「働きに来
ている」ではなく「教えてもらいに来ている」姿勢が多いように
思われる学校気分が抜けないまま就職しているように思えた。
★局の見解：学習意欲や知識に関しては高く評価される一方で、
評価が分かれる結果となった、コミュニケーション能力、社会人
としての自覚や振る舞いに課題が見られる。

・セキュリティ知識をはじめとする、AIやデジタルツールの活
用、ITリテラシー要素を加味したカリキュラムの導入
・ITスキル標準（ITSS)レベル２以上の資格取得や知識習得を推
奨
・就職実績の状況の厳しさから、今後実践コースカリキュラムに
企業実習やポートフォリオ作成等を通じ実践に近い経験を積める
ような実践的な内容を強化
・就職支援策として、事業所に対し訓練（カリキュラム）で得た
知識や経験を分かりやすく人材像を伝え、ミスマッチのない就職
斡旋に取り組む。また、受講生に対しても習得度と求められるレ
ベルの違いを分かりやすく伝達していく資料等を活用し検討して
いく。
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・IITやWeb技術に関連する基礎知識を​学んだことにより、未経験
者だったが仕事の流れを掴むのが早かった

・PCリテラシーがありタイピングスキルが高くてよかった。​

・面接訓練などで得たコミュニケーション能力が役に立ってい
る。

・職業訓練修了者の方には未経験者と比べて、基礎的なスキルや
知識を​体系的に学んでいるという安心感がある。特にHTML、
CSS、JavaScript​といったフロントエンドの基本が身について
いることで、現場での指導が​スムーズになり、早い段階で業務に
参加してもらえるという期待がある。

・基礎知識だけでなく応用力が必要

・要件定義→設計→実装→テスト→保守）といったような、シス
テム開発​の工程・流れの理解があると望ましい。

・専門性を求めるとかなり高いスキルとPCに関する基準や高レベ
ルの資格の​保有者でなければ、実務は難しい。企業がIT人材を育
成できればよいが人材不足​のため手が回らないのが現実で即戦力
を求めている。

特になし ・鹿児島県内のデジタル関係の求人状況と訓練を通して習得でき
るスキルをハローワーク窓口で説明し、訓練見学等をすすめるこ
とにより、ミスマッチを減らす。​

・訓練後の就職のイメージを持って訓練に取り組めるように訓練
カリキュラムに職場見学や職場実習を組み込むことも検討。

・就職の幅を広げるため限られた訓練期間の中で幅広い範囲の基
礎的な内容を扱っているが、受講者や事業所からは応用的・実務
的なカリキュラムを求める​意見もある。しかし、一部の範囲の内
容を特化させると受講者の就職先の選択肢を狭めることにもなる
ため、カリキュラム内容は慎重に検討する必要がある。​

・現在は４～６か月の訓練期間であるが、実務的な部分もカバー
するため長期間の訓練期間の設定に関して、受講者や事業所の
ニーズに加え、他の公的訓練や民間の専修学校等の実施状況も踏
まえて検討。

・デジタル関係の事業所に就職しなかった場合であってもカリ
キュラムを通したコミュニケーションスキルの向上やビジネスマ
ナー講習、​多くの企業で採用されているOffice系のソフト（Excel
等）のスキル習得については、採用企業の評価も高く今後もカリ
キュラムに積極的に組み込むこととする。

46 鹿児島 デジタル分野

・デザイン関連職種での就職に必須であるポートフォリオの作成
について、効果的な作成方法​や、ポートフォリオに掲載する作品
作りのポイントなどを解説し、就職活動をスムーズに​行えるよう
に指導している。

・使用するソフトやデザイン等について、現在主流のサイト​作成
の方法を指導内容に組み込んでる。また、WordPressのインス
トールから基本操作、​カスタマイズなど、実際のWeb製作の現場
で必要な項目を入れることを考えカリキュラムを​作成している。

・訓練終了後も月曜日から土曜日まで講師が校舎に在席し、個別
指導に対応できる体制を​構築し、応募先企業に合わせた作品のブ
ラッシュアップや面接対策など、内定獲得の直前​まで専門的かつ
実践的なサポートを継続的に行っている。

（以下、訓練実施期間からの要望）
・基本奨励金について、近年のPCやアプリケーション、テキスト
等、訓練実施にかかる​費用の高騰に即した支給金額に設定してほ
しい。

・基本奨励金の出席要件が80%以上となっているが、早期に就職
を目指している訓練生に​おいては、就職活動を積極的におこなう
結果、1か月の出席率が80%を切る傾向があるため、出席要件に
ついて緩和を検討してほしい。

・visual studio、visual basic、HTML、CSS、JavaScript、
SQL、​基本情報技術者試験での知識、開発実習などの意見多数

・デジタル関係とは異なる業種のため、プログラミングに関して
はまだ活用できていない。 ​ただし、効率化を考える上ではプログ
ラミングで学んだことがエクセルなど​で応用できていると思う。

・python、phpは訓練校ではメインで学び、入社した企業では
使っていないが、考え方などは変わらないので幅広く学べて良
かったとは思っている。

・実務で役立つコードの考え方。 classについて時間をかけて教
えて​欲しかった。

・情報セキュリティに関することを学びたかった。

・ASP.NETなどのフレームワークを利用した開発とエラーの解
決練習​やVBAについて学びたかった。

・初学者が半年間でプログラマーになることは難しいと思う。経
験者の方が数名いて、その方たちにはちょうど良さそうであっ
た。​プログラム言語をもう少し絞って、深く学んだほうがいい気
がした。

・ITのスキルアップ手順、最近の動向について知りたかった。ま
た、インターンなどがあると​働き方のイメージがついて良いかな
と思った。
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47 沖縄 介護・医療・福祉分野

・他実施機関との差別化を図るため、介護職員初任者研修、介護
福祉士実務者研修の取得に必要なカリキュラム以外にも、介護ア
ロマや高齢者への食支援等、独自のカリキュラムを設定してい
る。
・現行の委託費や奨励金の仕組みにおいては、①訓練実施後の支
払いとなること②受講生の数によって金額が決まること、となっ
ており、受講生が集まるか判断がつかない募集の段階で、お金を
使った周知（ＳＮＳや新聞広告等）が出来ない。
・お金を使った周知が出来ないため、受講生確保にあたっては、
ハローワークで訓練コース説明会を実施することが重要。
・介護分野の職業訓練は60歳以上の受講者も多く、最終的に雇用
保険適用とはならない就職となるケースが多く見られる。就職支
援経費や付加奨励金の算出基準について条件緩和を求める。

・内容は概ね充実していたものの、職場見学や体験、実技のカリ
キュラムをより取り入れてほしかった。
・訓練修了者の96％が他の人にも受講した訓練を勧めたいと回答
している。
・具体的に勧めたいポイントとしては、「介護職のイメージが変
わった」「知識のないまあ介護職に就くより、勉強して就いた方
が仕事を続けられると思う」といった意見があった。
・就職前の介護職に対するイメージと就職後のギャップについ
て、「仕事は確かに大変だが、やりがいも感じる」「実務者研修
→介護福祉士取得へとステップアップしていきたい」といった前
向きな回答が多数あった。

・修了者への評価については概ね好評。
・職場見学や実習といったカリキュラムをより多く取り入れるこ
とを推奨する。
・「エンゼルケアの知識や技能」「障害福祉分野の知識」「介護
現場における送迎業務や調理補助業務の実習」といった法定講習
＋αのカリキュラムが追加されていることが望ましい。
・公的職業訓練制度自体の認知度が低い、出来るだけ情報発信を
してほしい。
・介護業界については、悪いイメージが先行しやすいため、介護
の職場を「見える化」していくなど、発信に工夫が必要。

・訓練修了者へのヒアリングにあたっては、受講生全員にアン
ケート用紙を送付し、郵送とWEBアンケート２種類で回答が出来
るようにした。

・現状多くの訓練実施機関が職場見学を実施しているが、カリ
キュラムに出来るだけ職場実習や体験、見学を取り入れ、より実
践に即した技術習得（実技）の場を充実させるよう提案してい
く。
・訓練実施機関によるハローワークでの求職者向け訓練コース説
明会の機会を増やす。また、訓練修了者アンケートで収集した生
の声を掘り下げて、積極的に発信する。
・訓練実施機関による訓練コース説明会において、仕事内容が具
体的に伝わる「介護体験」のような機会を与えられるよう、企画
を工夫する。
・ハローワーク職員が求職者に対して介護職の魅力を発信できる
ように、介護分野の訓練施設見学会等を定期的に実施し、適切な
訓練相談、あっせんが出来るようにする。
・各訓練実施主体（労働局、県、JEED沖縄支部）が行う職業訓
練の周知方法について情報共有し、ワーキンググループにおいて
継続的に検討・改善しながら効果的な取組を実施する。
・11月の人材開発促進月間にあわせて、労働局によるテレビCM
やＳＮＳ広告、交通広告等による公的職業訓練の制度周知に係る
広報を実施する。


